
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

身
、
口
、
意
、
を
重
ね
て
気
の
世

界
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

講
師　

中
村 

康
弘 

氏

日
時	

令
和
５
年
７
月
２
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
２
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	
会
員 
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般 
三
千
円　

学
生 

一
千
円

（
講
演
内
容
）

三
密
加
持
の
理
論
を
気
功
法
に
取
り

入
れ
、
瞬
時
に
気
の
世
界
に
入
る
体
験

を
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

弘
法
大
師
空
海
は
、
三
密
加
持
に
よ
り

即
身
成
仏
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
密
と
は
身
密
、
口
密
、
意
密
を
重

ね
る
こ
と
で
す
。
こ
の
理
論
を
使
っ
て

空
の
世
界
、
脳
波
θ
波
（
３
～
８
ヘ
ル

ツ
）
を
つ
く
り
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
状

態
の
α
波
よ
り
更
に
眠
り
に
近
い
脳
波

で
す
。
変
性
意
識
、
集
合
意
識
と
も
い

わ
れ
る
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
気
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
人
、
そ
の

周
り
の
人
を
癒
す
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
気
の
理
論
、
気
を
実
感

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

◎
中
村
康
弘
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
５
年
生
ま
れ
、
大
学
卒
業
と

同
時
に
起
業
、
問
屋
、
小
売
業
を
営
む
。

能
力
開
発
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
等
を

学
び
、
人
間
力
向
上
の
た
め
に
気
功
法

を
学
び
始
め
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の

時
、
競
争
か
ら
共
生
へ
と
気
功
法
を
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
従
来
の
気
功
法
に
、

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
、
易
経
、

幸
福
学
な
ど
を
織
り
交
ぜ
確
立
す
る
。

厚
木
市
七
沢
温
泉
七
沢
荘
を
拠
点
に
各

地
で
教
室
、
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
６
／
⓫
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
３
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第　

回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
９
日
に
開
催
さ
れ

31
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今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
10
月
全
国
大
会
研
究
発
表
者
募
集 

◎
第
49
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
七
月
分
科
会

　

八
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
八
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
４
年
六
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅰ

◎
ス
プ
ー
ン
曲
げ
が
で
き
る
人
は

　
「
悟
り
」が
近
い
！

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

　
「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
３
，
４
月
号
」

に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
を

同
封
致
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
未
了
の
会

員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の

年
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

現
在
会
計
も
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

是
非
早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
宇
宙
人
と
サ
イ
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

米
軍
に
よ
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
証
言
が
、

新
た
に
数
百
件
に
上
っ
て
い
る
こ
と

が
、
今
年
の
１
月
に
米
政
府
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

７
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
２
０
０
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
８
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

今
年
度
は
全
国
大
会
の
予
稿
集
が
論
文

集「
サ
イ
科
学
」を
兼
ね
ま
す
の
で
、

８
月
31
日
ま
で
に
投
稿
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第　

回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第　

回 

Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人
革
命（
其
の
３
）」

日
時	

令
和
５
年
７
月
16
日（
日
）

	

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
二
研
修
室	

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般　

２
０
０
０
円

	

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

60
歳
以
上
75
歳
未
満　

１
０
０
０
円

	

宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

０
円

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

は
今
年
で
17
回
目
。
２
０
２
１
年
９
月

以
降
、
防
衛
相
指
令
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ 

（
Ｕ
Ａ

Ｐ
） 

が
撮
影
・
報
告
義
務
が
防
衛
関
係

者
に
課
さ
れ
て
い
る
現
況
か
ら
も
、
先

駆
と
し
て
の
自
負
を
誇
り
と
し
て
持
ち

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
研
究
の

精
進
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
夏
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！ 

（
講
演
者
）

き
た
じ
ま 

ひ
ろ
し 

（
宇
宙
現
象
観
測

所
セ
ン
タ
ー
所
長
）、
マ
リ
ア
石
塚  

（
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
）、
羽
仁
礼
（
超
常
現

象
研
究
家
）、
え
い
こ
☆
ク
ル
ス
マ
ー

テ
（
銀
河
の
歌
姫
）
/Jasm

ine

（
舞
）

K
um
i

（
演
奏
）、
ジ
ョ
ウ
ス
タ
ー 

ジ
ョ

ウ
（D

J  JO
O

）、
和
場
ま
さ
み
（
ラ
イ

タ
ー
・
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
田

中
俊
行
（
呪
物
蒐
集
家
）、
浅
川
義
治

（
Ｕ
Ｆ
Ｏ
議
員
、
衆
議
院
議
員
）、
港
マ

コ
（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）、Sujata

女
史
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）、

ク
リ
ス
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
（
作
家
、
早

稲
田
大
学
講
師
）、
浦
野
良
一
（
フ
リ

ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）、
他

講
演
者
等
の
変
更
は
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
ス
タ
ッ
フ
）
申
彦
／
萩
原
孝
一
／
磯

部
コ
ウ
ジ
／
松
島
し
ん
め
い
／Sam

yc 

Saitoh

／
小
峯
康
弘
／
他

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？

（
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
）

　
　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
９
月
18
日（
月
・
祝
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
２
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

4917
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（
講
演
内
容
）

世
の
中
は
様
々
で
、
お
金
、
地
位
、

名
誉
が
欲
し
い
人
々
が
い
れ
ば
、
愛
、

幸
せ
を
求
め
て
い
る
人
々
も
い
ま
す
。

「
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」

「
人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
」

目
に
見
え
な
い
心
霊
世
界
の
虜
に
な
っ

て
奇
人
や
変
人
と
言
わ
れ
よ
う
が
、
60

年
間
探
求
し
て
「
霊
的
な
真
理
」
に
目

覚
め
ま
し
た
。

「
心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？
」

霊
魂
に
つ
い
て
の
映
像
を
ご
覧
頂
き
、

「
こ
の
人
生
で
大
切
な
事
と
は
？
」

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

都
心
生
れ
、
小
学
２
年
時
に
敗
戦
。
焦

土
に
よ
り
小
学
校
６
回
転
校
。

医
師
を
志
し
、
高
校
３
回
転
校
。
解
剖

を
見
学
し
て
医
学
を
諦
め
る
。

旧
東
京
写
真
大
学
か
ら
慶
応
大
学
で
哲

学
・
心
理
学
を
専
攻
。
在
京
テ
レ
ビ
局

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
部
長
。
退
社
後
、
制
作
会
社

Ｊ
Ｍ
Ｃ
代
表
取
締
役
。
大
学
や
企
業
研

修
の
講
師
。
元
公
益
財
団
法
人
日
本
心

霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
。

心
霊
現
象
の
研
究
60
年
。

著
書「
ひ
ら
め
き
」の
力
。
他
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

イ
ン
ド
占
星
学
紹
介
講
座

　
　
　

講
師　

金
子 

栄
子 

氏

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長
）

日
時	
令
和
５
年
７
月
８
日（
土
）

	
午
前
10
時
30
分
～
12
時

会
場 

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

https://clinic-hashim
oto.net/

会
費	

会
員 

２
０
０
０
円
	

一
般 

２
５
０
０
円

会
場
参
加
の
み
、
会
費
は
当
日
支
払
い

申
し
込
み
先
は

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
メ
ー
ル

kansai.psi.2023@
gm
ail.com

ま
で

「
７
月
８
日
、
イ
ン
ド
占
星
術
分
科
会

希
望
」
と
明
記
の
上
、「
名
前
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
」
を
記
載
く

だ
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

「
イ
ン
ド
占
星
術
」
は
、
あ
る
天
体

の
座
標
を
基
準
と
し
て
30
度
ず
つ
12
分

割
す
る
方
法
で
バ
ー
ス
チ
ャ
ー
ト
を
出

す
。ま

た
さ
ら
に
分
割
図
と
い
っ
て
イ
ン

ド
占
星
術
独
特
の
手
法
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
個
性
や
運
命
な
ど
を
読
み

解
き
、
最
善
の
人
生
を
目
指
す
こ
と
か

ら
、
光
の
科
学
や
運
命
の
学
問
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

西
洋
占
星
術
の
元
に
な
っ
て
い
る
と

も
言
わ
れ
、
分
割
図
、
ダ
シ
ャ
ー
な
ど

で
よ
り
詳
細
な
事
が
分
か
り
ま
す
。

今
回
の
分
科
会
で
は
イ
ン
ド
占
星
術

を
知
ら
な
い
人
に
ど
の
よ
う
な
事
が
占

え
る
の
か
、
実
際
の
人
の
事
例
を
見
せ

な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

八
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
呪
術
と
密
教
」講
座

　

講
師　

松
本
真
弘
阿
闍
梨

日
時	

令
和
５
年
８
月
５
日（
土
）

	

午
後
３
時
～
５
時
30
分

会
場	

摂
津
市
市
民
ル
ー
ム
大
会
議
室

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒
歩
３
分

https://shojyaku.net

会
費	

会
場
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
と
も

	

会
員 

３
５
０
０
円

	

一
般 

４
０
０
０
円

※
な
お
講
座
後
は
懇
親
会
、「
寿
し
匠

お
が
わ
」
に
て
午
後
６
時
頃
か
ら
15

名
ま
で
。
参
加
費
４
４
０
０
円
（
税

込
） 

飲
み
代
は
各
自
で
。

お
申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
も

含
め
て
、
申
し
込
み
先
は

https://docs.google.com
/form

s/d/
1Cu2N

O
Pm
1jaGY

8w
H
5tkw

um
W
d

rfw
SLK
SW
vT
X
l6T
L_v5U

4/edit

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

◎
松
本
真
弘
阿
闍
梨
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

真
言
宗
醍
醐
派
の
僧
侶
（
尼
僧
）、

（
講
演
内
容
）

世
の
中
は
様
々
で
、
お
金
、
地
位
、

名
誉
が
欲
し
い
人
々
が
い
れ
ば
、
愛
、

幸
せ
を
求
め
て
い
る
人
々
も
い
ま
す
。

「
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」

「
人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
」

目
に
見
え
な
い
心
霊
世
界
の
虜
に
な

っ
て
奇
人
や
変
人
と
言
わ
れ
よ
う
が
、

年
間
探
求
し
て
「
霊
的
な
真
理
」
に

60目
覚
め
ま
し
た
。

「
心
霊
現
象
か
ら
何
を
学
ぶ
か
？
」

霊
魂
に
つ
い
て
の
映
像
を
ご
覧
頂
き
、

「
こ
の
人
生
で
大
切
な
事
と
は
？
」

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

都
心
生
れ
、
小
学
２
年
時
に
敗
戦
。
焦

土
に
よ
り
小
学
校
６
回
転
校
。

医
師
を
志
し
、
高
校
３
回
転
校
。
解
剖

を
見
学
し
て
医
学
を
諦
め
る
。

旧
東
京
写
真
大
学
か
ら
慶
応
大
学
で
哲

学
・
心
理
学
を
専
攻
。
在
京
テ
レ
ビ
局

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
部
長
。
退
社
後
、
制
作
会
社

Ｊ
Ｍ
Ｃ
代
表
取
締
役
。
大
学
や
企
業
研

修
の
講
師
。
元
公
益
財
団
法
人
日
本
心

霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
。

心
霊
現
象
の
研
究

年
。

60

著
書
「
ひ
ら
め
き
」
の
力
。
他
多
数
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

イ
ン
ド
占
星
学
紹
介
講
座

講
師

金
子

栄
子

(

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長)

日
時

令
和
５
年
７
月
８
日
（
土
）

午
前

時

分
～

時

10

30

12

会
場

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

h
t
t
p
s
:
/
/
c
l
i
n
i
c
-
h
a
s
h
i
m
o
t
o
.
n
e
t
/

会
費

会
員

２
０
０
０
円

一
般

２
５
０
０
円

会
場
参
加
の
み
、
会
費
は
当
日
支
払
い

申
し
込
み
先
は

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
メ
ー
ル

k
a
n
s
a
i
.
p
s
i
.
2
0
2
3
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

ま
で

「
７
月
８
日
、
イ
ン
ド
占
星
術
分
科
会

希
望
」
と
明
記
の
上
、
「
名
前
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
」
を
記
載
く
だ

さ
い
。

（
講
演
内
容
）

「
イ
ン
ド
占
星
術
」
は
、
あ
る
天
体

の
座
標
を
基
準
と
し
て

度
ず
つ

分

30

12

割
す
る
方
法
で
バ
ー
ス
チ
ャ
ー
ト
を
出

す
。ま

た
さ
ら
に
分
割
図
と
い
っ
て
イ
ン

ド
占
星
術
独
特
の
手
法
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
個
性
や
運
命
な
ど
を
読
み

解
き
、
最
善
の
人
生
を
目
指
す
こ
と
か

ら
、
光
の
科
学
や
運
命
の
学
問
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

西
洋
占
星
術
の
元
に
な
っ
て
い
る
と

も
言
わ
れ
、
分
割
図
、
ダ
シ
ャ
ー
な
ど

で
よ
り
詳
細
な
事
が
分
か
り
ま
す
。

今
回
の
分
科
会
で
は
イ
ン
ド
占
星
術

を
知
ら
な
い
人
に
ど
の
よ
う
な
事
が
占

え
る
の
か
、
実
際
の
人
の
事
例
を
見
せ

な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

八
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
呪
術
と
密
教
」
講
座

講
師

松
本
真
弘
阿
闍
梨

日
時

令
和
５
年
８
月
５
日
（
土
）

午
後
３
時
～
５
時

分
30

会
場

摂
津
市
市
民
ル
ー
ム
大
会
議
室

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒
歩
３
分

h
t
t
p
s
:
/
/
s
h
o
j
y
a
k
u
.
n
e
t

会
費

会
場
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
と
も

会
員

３
５
０
０
円

一
般

４
０
０
０
円

※
な
お
講
座
後
は
懇
親
会
、
「
寿
し
匠
お

が
わ
」
に
て
午
後
６
時
頃
か
ら

名
ま

15

で
。
参
加
費
４
４
０
０
円(

税
込)

飲
み

代
は
各
自
で
。

お
申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
も

含
め
て
、
申
し
込
み
先
は

h
t
t
p
s
:
/
/
d
o
c
s
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
m
/
f
o
r
m
s
/
d

/
1
C
u
2
N
O
P
m
1
j
a
G
Y
8
w
H
5
t
k
w
u
m
W
d
r
f
w
S
L
K

S
W
v
T
X
l
6
T
L
_
v
5
U
4
/
e
d
i
t

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す

◎
松
本
真
弘
阿
闍
梨
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

真
言
宗
醍
醐
派
の
僧
侶(

尼
僧)

、
修

3
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修
験
道
の
阿
闍
梨
、
山
伏
。
物
部
古
神

道
伝
承
者
痛
み
抜
き
気
功
・
難
病
祈

祷
・
憑
き
物
祈
祷
。

（
講
演
内
容
）

呪
い
は
霊
的
な
手
段
で
、
悪
意
を
も

っ
て
他
の
人
や
社
会
に
災
厄
や
不
幸
を

も
た
ら
す
行
為
で
す
。
丑
の
刻
参
り
や

陰
陽
師
が
呪
い
を
し
た
こ
と
は
歴
史
的

に
有
名
で
す
。

ま
た
現
代
で
も
小
説
や
ア
ニ
メ
「
呪

術
廻
戦
」
な
ど
で
も
そ
の
様
子
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
呪
い
は
昔
の
出
来
事

で
科
学
の
進
ん
だ
現
代
で
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
で
も
呪
い
を

請
け
負
う
人
は
い
ま
す
し
存
在
し
ま

す
。
呪
い
を
受
け
た
人
は
相
当
な
精
神
、

身
体
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
松
本
阿
闍
梨
の
講
座
で
は
そ

う
し
た
呪
い
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
か
、
現
在
で
も
本
当
に
存
在
す
る

の
か
、
そ
の
対
処
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
て
頂
き

ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
こ
と
に
興
味
の

あ
る
方
、
呪
い
に
興
味
の
あ
る
方
、
呪

い
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
方
、

呪
い
を
ど
の
よ
う
に
ブ
ロ
ッ
ク
す
れ
ば

良
い
の
か
知
り
た
い
方
は
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

八
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

２
０
２
５
年
か
ら
始
ま
る
大
変

革
の
時
代
と
は
？　

天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王
星
の

新
星
座
入
宮
に
よ
る
占
星
学
的

影
響
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

瀬
尾 

泰
範 

氏

　
　
　
　
（
占
星
学
研
究
家
）

日
時	

令
和
５
年
８
月
27
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

エ
イ
ム
ア
テ
イ
ン
６
階
６
Ｃ

交
通	

Ｊ
Ｒ
博
多
駅
博
多
口
徒
歩
２
分

会
費	

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

講
演
内
容

現
在
、
書
籍
や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で

２
０
２
５
年
に
「
大
地
震
が
来
る
」
と

か
「
大
災
害
が
来
る
」
と
い
う
予
言
や

予
想
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
、
２
０
２
５
年
に
は
天
王

星
、
海
王
星
、
冥
王
星
が
新
し
い
星
座

に
入
り
、
こ
れ
ら
の
「
ト
ラ
ン
ス
サ
タ

ニ
ア
ン
（
土
星
よ
り
も
外
側
を
公
転
す

る
惑
星
）」
は
、
１
星
座
を
通
過
す
る

期
間
が
長
い
の
で
（
７
年
～
20
年
位
）、

そ
の
地
球
や
世
の
中
に
与
え
る
影
響
力

は
加
算
さ
れ
て
、
強
力
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
天
王
星
が
自
分
の
支
配
星

座
の
水
瓶
座
に
あ
っ
た
１
９
９
６
年
～

２
０
０
３
年
に
は
、
天
王
星
が
象
徴
す

る
科
学
・
技
術
と
通
信
、
フ
ラ
ッ
ト
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
関
係
性
に
関

わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
界
中
に
普

及
し
ま
し
た
。

ま
た
天
王
星
は
地
震
に
関
わ
る
天
体

で
も
あ
り
ま
す
が
、
３
・
１
１
東
日
本

大
震
災
の
ほ
ぼ
当
日
に
、
黄
道
12
星
座

の
起
点
で
あ
る
牡
羊
座
に
入
宮
し
て
お

り
ま
す
。

海
王
星
が
支
配
星
座
の
魚
座
に
あ
る

２
０
１
２
年
～
２
０
２
５
年
に
は
、
海

王
星
が
象
徴
す
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
サ
イ
・
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
現
象
・
研
究
に
人
々

の
関
心
が
向
い
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
は
、
天
王
星
、
海
王

星
、
冥
王
星
の
３
星
が
し
ば
ら
く
の

間
、
特
別
な
ア
ス
ペ
ク
ト
（
周
波
数
に

関
わ
る
）を
形
成
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
ス
サ
タ
ニ

ア
ン
の
新
星
座
入
宮
と
特
別
な
ア
ス
ペ

ク
ト
形
成
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
瀬
尾

の
関
心
の
あ
る
未
来
予
測
も
含
め
て
、

占
星
学
的
視
点
か
ら
２
０
２
５
年
か
ら

ど
う
い
う
時
代
が
始
ま
る
か
に
つ
い
て

詳
細
に
解
説
致
し
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」、「
才
能

開
発
研
究
所
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ
科

学
会
理
事
。

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の

4
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時
代
」（
１
９
８
５　

潮
文
社
）、

「
自
分
の
隠
れ
た
才
能
が
見
つ
か
る
本
」

（
２
０
０
５ 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
６
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

　
　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

神
様
仏
様
も
ぶ
っ
飛
ん
じ
ゃ
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
好
き
な
こ
と
で
自
分
の
事

を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、「
留
学
、

留
学
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
い
つ
の
間

に
か
「
遊
学
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
事
実
で
す
。

私
は
１
９
８
２
年
に
日
本
に
帰
国
し

て
仕
事
を
し
ま
し
た
が
体
調
を
も
の
す

ご
く
崩
し
ま
し
た
。
特
に
若
い
な
が
ら

に
し
て
、
血
圧
は
上
が
１
８
０
、
下
が

１
１
０
く
ら
い
あ
っ
た
の
で
す
が
、
医

者
か
ら
「
君
ね
！
こ
ん
な
に
血
圧
が
高

か
っ
た
ら
死
ん
じ
ゃ
う
よ
。
心
臓
も
悪

く
な
っ
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
、
も
う

飛
行
機
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
よ
。」

と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
と
き
に
医
者
か
ら
言
わ
れ
た
言

葉
は
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も
の
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験
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。
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と
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は
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と
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を
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。
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の
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が
説

明
す
る
内
容
で
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が
、「
病
気
の
原
因

と
は
何
か
？
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と
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う
と
「
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は
心

の
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だ
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と
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る
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け
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出
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。
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を
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入
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で
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お
り
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。

１
９
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０
年
代
と
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と
、
日
本
で
も
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ィ
リ
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の
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霊
手
術
は
本
物
な
の

か
偽
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な
の
か
と
い
う
こ
と
で
賛
否
両
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。
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や
あ
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は
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に
何
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を
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っ
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っ
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を
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な
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、
と
か
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い
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題
に
な
っ
た
時

期
で
は
あ
り
ま
す
。

た
だ
私
自
身
は
延
べ
に
し
て
20
年
間

に
渡
っ
て
何
十
回
も
通
い
、
何
十
回
も

現
場
で
そ
れ
を
見
、
後
で
皆
さ
ん
に
も

映
像
と
し
て
今
日
初
め
て
お
見
せ
し
ま

す
け
れ
ど
も
、
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
た

か
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
は
偽
物
も
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る
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れ
ど
、
本

物
も
あ
る
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う
こ
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強
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し
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思
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だ
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を
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が
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意
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す
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、
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も
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部
眉
唾
に
見
え
た

り
し
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の
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が
、
次
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真
は
世
界

的
に
有
名
だ
っ
た
ヒ
ー
ラ
ー
の
ト
ニ

ー
・
ア
グ
パ
オ
ア
の
心
霊
手
術
で
す
。

彼
は
患
者
の
眼
球
を
パ
ワ
ー
で
せ
り

出
し
て
、
後
に
あ
る
悪
血
を
ず
っ
と
取

っ
て
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で
す
（
写
真
左
）。
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は
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の
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に
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を
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い
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開
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が
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を
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が
集
ま
っ

て
来
て
そ
れ
を
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と
そ
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が
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質
化
現
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と
し
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現
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く
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

日
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で
も
ト
ニ
ー
・
ア
グ
パ
オ
ア
著

の
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
心
霊
手
術
者
の
半
生

わ
が
奇
跡
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力
」
と
い
う
翻
訳
本
が
出

て
お
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ま
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こ
れ
が
１
９
８
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、
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24
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と
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で
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。
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す
が
、
実
際
こ
う
い

う
事
を
向
こ
う
で
は
や
っ
て
お
り
ま
す
。

私

が

行

っ

た

場

所

と

い

う

の

は

、

「Foundation
of
International

Spiritual
Center

」
と
い
う
大
き
な
組
合
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
当
時
多
く
の

優
秀
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ヒ
ー
ラ
ー
が
集

ま
っ
て
い
て
、
き
ち
っ
と
し
た
形
で
発

信
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
１
９
８
０
年

代
と
い
う
と
、
日
本
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
心
霊
手
術
は
本
物
な
の
か
偽
物
な
の

か
と
い
う
こ
と
で
賛
否
両
論
。
い
や
あ

れ
は
手
に
何
か
を
持
っ
て
い
て
、
そ
こ

で
や
っ
て
い
る
と
き
に
そ
れ
を
出
し
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
か
い
ろ

い
ろ
話
題
に
な
っ
た
時
期
で
は
あ
り
ま

す
。た

だ
私
自
身
は
延
べ
に
し
て

年
間

20

に
渡
っ
て
何
十
回
も
通
い
、
何
十
回
も

現
場
で
そ
れ
を
見
、
後
で
皆
さ
ん
に
も

映
像
と
し
て
今
日
初
め
て
お
見
せ
し
ま

す
け
れ
ど
も
、
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
た

か
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
は
偽
物
も
あ
る
け
れ
ど
、
本
物
も

あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
手
を
か
ざ
し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
し

て
い
る
だ
け
で
し
た
ら
皆
さ
ん
内
部
が

見
え
な
い
か
ら
意
外
と
納
得
さ
れ
る
の

で
す
が
、
実
際
に
体
の
中
か
ら
何
か
が

出
て
来
る
と
、
今
ま
で
の
常
識
か
ら
完

全
に
疑
い
ま
す
の
で
、
こ
の
こ
と
は
あ

り
得
な
い
と
い
う
否
定
す
る
と
こ
ろ
か

ら
皆
始
ま
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。
私
も

実
際
そ
う
で
し
た
。

私
も

代
の
半
ば
で
し
た
の
で
、
見

20

る
も
の
聞
く
も
の
全
部
眉
唾
に
見
え
た

り
し
た
の
で
す
が
、
次
の
写
真
は
世
界

的
に
有
名
だ
っ
た
ヒ
ー
ラ
ー
の
ト
ニ
ー

・
ア
グ
パ
オ
ア
の
心
霊
手
術
で
す
。

彼
は
患
者
の
眼
球
を
パ
ワ
ー
で
せ
り

出
し
て
、
後
に
あ
る
悪
血
を
ず
っ
と
取

っ
て
い
る
映
像
で
す
（
写
真
左
）
。
写
真

右
は
お
腹
の
中
に
手
を
当
て
て
い
く
と
、

パ
ワ
ー
で
毛
穴
が
ば
ー
っ
と
開
い
て
、

そ
の
毛
穴
か
ら
体
の
中
に
溜
ま
っ
て
い

る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識
、
そ
れ
は
ヒ
ー

ラ
ー
が
手
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識
が
集
ま
っ
て
来

て
そ
れ
を
つ
ま
み
出
す
と
そ
れ
が
物
質

化
現
象
と
し
て
現
れ
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

日
本
で
も
ト
ニ
ー
・
ア
グ
パ
オ
ア
著

の
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
心
霊
手
術
者
の
半
生

わ
が
奇
跡
の
力
」
と
い
う
翻
訳
本
が
出

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
１
９
８
４
年
、
私
が

歳
で

24

セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
い
た
と
き
の
写
真

で
す
。
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こ
こ
か
ら
20
年
近
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
た
ヒ
ー
ラ
ー
の
方

た
ち
も
い
ま
す
し
、
ま
た
日
本
か
ら
私

を
連
れ
て
行
っ
た
私
の
師
が
亡
く
な
る

ま
で
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。

皆
白
装
束
で
す
け
れ
ど
も
、
決
し
て
変

な
宗
教
と
か
そ
う
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
冥
想
を
す
る
と
き
に
こ
う
い

っ
た
服
装
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
非
常

に
多
く
の
恩
恵
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
こ
う
い
う
服
装
を
し
て
お
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
一
体
何
を
治
療
し
て
い

る
の
か
？
お
腹
の
中
か
ら
取
り
出
し
た

そ
の
臓
物
と
い
う
の
は
一
体
何
な
の

か
？
そ
こ
が
や
は
り
皆
さ
ん
一
番
関
心

を
持
た
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
私
が
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
と
き
に

こ
う
い
う
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

人
間
に
は
原
子
肉
体
と
い
う
も
の
と

今
の
言
葉
で
い
う
量
子
体
（
光
子

体
）
と
い
う
も
の
の
２
つ
が
あ
る
。
そ

の
２
つ
が
合
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
と
い
う
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
細
胞
60
兆
個

か
ら
成
る
原
子
肉
体
は
物
質
で
し
か
過

ぎ
な
い
の
で
す
が
、
そ
こ
に
魂
と
い
う

光
子
体
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
と

い
う
も
の
が
こ
の
地
上
界
に
出
て
表
現

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

で
す
か
ら
原
子
肉
体
を
治
す
の
は
、

日
本
の
病
院
で
対
症
的
に
治
し
て
い
け

ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

来
た
と
き
に
は
肉
体
を
治
す
の
で
は
な

く
て
、
こ
の
光
子
体
の
部
分
を
治
さ
な

い
と
意
味
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
で
も
心
霊
手
術
で
お
腹
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
出
て
く
る
と
、
も
し
か

し
た
ら
自
分
が
癌
が
で
き
て
い
て
、
そ

の
癌
が
治
っ
て
し
ま
う
と
淡
い
期
待
を

皆
さ
ん
も
つ
の
で
す
ね
。
で
も
そ
れ
は

全
く
違
う
こ
と
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
日
本
の
テ
レ
ビ
で
放
送
さ

れ
た
と
き
に
、
何
が
違
っ
た
か
？
と
い

う
と
「
こ
の
ヒ
ー
ラ
ー
は
今
こ
の
患
者

さ
ん
の
癌
細
胞
を
取
り
出
し
ま
し
た
」

と
説
明
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
点
か
ら
ダ

メ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ

ン
グ
は
光
子
体
を
治
し
て
い
く
の
で
す
。

光
子
体
を
治
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
の
原
子
肉
体
が
自
動
的
に
治
っ
て

い
く
、
と
い
う
方
向
に
向
け
る
の
が
本

物
と
偽
物
の
見
分
け
方
に
な
り
ま
す
。

当
時
私
は
原
子
肉
体
と
い
う
言
葉
と

光
子
体
と
い
う
言
葉
し
か
学
び
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
栄

養
学
を
始
め
て
、
量
子
と
い
う
も
の
を

知
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
光
子
体
と

い
う
の
は
量
子
体
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
な
ん
だ
と
。
こ
こ
に
あ
る

「A
stral Projection

」
と
い
う
の
も
正

に
そ
う
な
ん
で
す
。

現
に
我
々
の
魂
と
い
う
の
は
光
で
す

の
で
、
バ
イ
オ
フ
ォ
ト
ン（Biophoton

）

と
い
う
言
葉
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る

と
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
果
物
で

あ
ろ
う
が
、
お
肉
で
あ
ろ
う
が
、
お
花

で
あ
ろ
う
が
、
何
だ
ろ
う
が
必
ず
こ
の

バ
イ
オ
フ
ォ
ト
ン
と
い
う
光
子
体
と
し

て
存
在
し
て
い
る
も
の
が
確
認
で
き
る
、

と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
転
じ
て
い
け
ば
、「
あ
の
人
オ

ー
ラ
が
出
て
い
る
ね
！
」
と
か「
あ
の
人

ち
ょ
っ
と
オ
ー
ラ
の
出
が
悪
い
ね
！
」と

い
う
こ
と
も
全
部
こ
の
光
子
体
を
見
て

い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
現
代
的
な
量

子
的
な
話
を
す
れ
ば
、
バ
イ
オ
フ
ォ
ト

ン
を
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

こ
れ
を
と
に
か
く
治
さ
な
く
て
は
ダ
メ

な
ん
だ
よ
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

「
光
っ
て
何
な
の
？
」
と
聞
か
れ
た

ら
「
光
と
い
う
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
」
じ
ゃ
あ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
な

の
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
に
聞
け
ば
分
か
る
の
で
す
が
、

「
波
動
」つ
ま
り「
波
」な
わ
け
で
す
。

「
波
」
つ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
力
が

ど
う
な
の
か
？
こ
の
人
が
病
気
で
あ
れ

ば
や
っ
ぱ
り
合
わ
せ
て
波
動
が
弱
く
な

っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
弱
く
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
肉
体
に
対
し
て
い
い

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
だ
か
ら
治
す
の

は
何
か
と
い
う
と
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
場

7

こ
こ
か
ら

年
近
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
ず

20

っ
と
お
世
話
に
な
っ
た
ヒ
ー
ラ
ー
の
方

た
ち
も
い
ま
す
し
、
ま
た
日
本
か
ら
私

を
連
れ
て
行
っ
た
私
の
師
が
亡
く
な
る

ま
で
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。

皆
白
装
束
で
す
け
れ
ど
も
、
決
し
て
変

な
宗
教
と
か
そ
う
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
冥
想
を
す
る
と
き
に
こ
う
い

っ
た
服
装
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
非
常

に
多
く
の
恩
恵
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
こ
う
い
う
服
装
を
し
て
お
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
一
体
何
を
治
療
し
て
い

る
の
か
？
お
腹
の
中
か
ら
取
り
出
し
た

そ
の
臓
物
と
い
う
の
は
一
体
何
な
の

か
？
そ
こ
が
や
は
り
皆
さ
ん
一
番
関
心

を
持
た
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
私
が
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
と
き
に

こ
う
い
う
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

人
間
に
は
原
子
肉
体
と
い
う
も
の
と

今
の
言
葉
で
い
う
量
子
体
（
光
子
体
）

と
い
う
も
の
の
２
つ
が
あ
る
。
そ
の
２

つ
が
合
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

と
い
う
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
細
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兆
個
か
ら
成
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る
原
子
肉
体
は
物
質
で
し
か
過
ぎ
な
い

の
で
す
が
、
そ
こ
に
魂
と
い
う
光
子
体

が
入
る
こ
と
に
よ
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て
、
私
と
い
う
も

の
が
こ
の
地
上
界
に
出
て
表
現
が
で
き

る
よ
う
に
な
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て
い
く
。

で
す
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ら
原
子
肉
体
を
治
す
の
は
、

日
本
の
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院
で
対
症
的
に
治
し
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け

ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
フ
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に
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と
き
に
は
肉
体
を
治
す
の
で
は
な

く
て
、
こ
の
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子
体
の
部
分
を
治
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な

い
と
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が
な
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、
と
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こ
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で
す
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で
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術
で
お
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ろ
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が
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と
、
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し
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が
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で
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て
、
そ
の
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ま
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と
淡
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皆
さ
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も
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の
で
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ね
。
で
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は
全
く

違
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こ
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で
す
。

で
す
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ら
日
本
の
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で
放
送
さ
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た
と
き
に
、
何
が
違
っ
た
か
？
と
い

う
と
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こ
の
ヒ
ー
ラ
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は
今
こ
の
患
者

さ
ん
の
癌
細
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を
取
り
出
し
ま
し
た
」

と
説
明
さ
れ
ま
す
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こ
の
時
点
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ら
ダ

メ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ

ン
グ
は
光
子
体
を
治
し
て
い
く
の
で
す
。

光
子
体
を
治
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
の
原
子
肉
体
が
自
動
的
に
治
っ
て

い
く
、
と
い
う
方
向
に
向
け
る
の
が
本

物
と
偽
物
の
見
分
け
方
に
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り
ま
す
。

当
時
私
は
原
子
肉
体
と
い
う
言
葉
と

光
子
体
と
い
う
言
葉
し
か
学
び
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
栄

養
学
を
始
め
て
、
量
子
と
い
う
も
の
を

知
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
光
子
体
と

い
う
の
は
量
子
体
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
な
ん
だ
と
。
こ
こ
に
あ
る
「A

stral
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」
と
い
う
の
も
正
に
そ
う
な
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で
す
。

現
に
我
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の
魂
と
い
う
の
は
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で
す

の
で
、
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)

と
い
う
言
葉
を
ネ
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ト
で
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索
す
る
と
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
果
物
で
あ
ろ

う
が
、
お
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で
あ
ろ
う
が
、
お
花
で
あ

ろ
う
が
、
何
だ
ろ
う
が
必
ず
こ
の
バ
イ
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フ
ォ
ト
ン
と
い
う
光
子
体
と
し
て
存

在
し
て
い
る
も
の
が
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認
で
き
る
、
と

い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
転
じ
て
い
け
ば
、
「
あ
の
人
オ

ー
ラ
が
出
て
い
る
ね
！
」
と
か
「
あ
の

人
ち
ょ
っ
と
オ
ー
ラ
の
出
が
悪
い
ね
！
」

と
い
う
こ
と
も
全
部
こ
の
光
子
体
を
見

て
い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
現
代
的
な

量
子
的
な
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を
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れ
ば
、
バ
イ
オ
フ
ォ

ト
ン
を
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
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で

す
。
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れ
を
と
に
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く
治
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く
て
は

ダ
メ
な
ん
だ
よ
、
と
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う
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方
で
す
。

「
光
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て
何
な
の
？
」
と
聞
か
れ
た

ら
「
光
と
い
う
の
は
エ
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ル
ギ
ー
で
す
」

じ
ゃ
あ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
な
の
？
」

と
聞
か
れ
た
ら
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

に
聞
け
ば
分
か
る
の
で
す
が
、
「
波
動
」

つ
ま
り
「
波
」
な
わ
け
で
す
。

「
波
」
つ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
力
が

ど
う
な
の
か
？
こ
の
人
が
病
気
で
あ
れ

ば
や
っ
ぱ
り
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わ
せ
て
波
動
が
弱
く
な
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て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
弱
く
な
っ

て
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る
。
だ
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ら
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に
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い
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を
及
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な
い
。
だ
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は
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こ
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近
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ピ
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で
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っ
と
お
世
話
に
な
っ
た
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
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ち
も
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ま
す
し
、
ま
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日
本
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ら
私

を
連
れ
て
行
っ
た
私
の
師
が
亡
く
な
る

ま
で
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。

皆
白
装
束
で
す
け
れ
ど
も
、
決
し
て
変

な
宗
教
と
か
そ
う
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
冥
想
を
す
る
と
き
に
こ
う
い

っ
た
服
装
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
非
常

に
多
く
の
恩
恵
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
こ
う
い
う
服
装
を
し
て
お
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
一
体
何
を
治
療
し
て
い

る
の
か
？
お
腹
の
中
か
ら
取
り
出
し
た

そ
の
臓
物
と
い
う
の
は
一
体
何
な
の

か
？
そ
こ
が
や
は
り
皆
さ
ん
一
番
関
心

を
持
た
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
私
が
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
と
き
に

こ
う
い
う
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

人
間
に
は
原
子
肉
体
と
い
う
も
の
と

今
の
言
葉
で
い
う
量
子
体
（
光
子
体
）

と
い
う
も
の
の
２
つ
が
あ
る
。
そ
の
２

つ
が
合
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

と
い
う
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
細
胞

兆
個
か
ら
成

60

る
原
子
肉
体
は
物
質
で
し
か
過
ぎ
な
い

の
で
す
が
、
そ
こ
に
魂
と
い
う
光
子
体

が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
と
い
う
も

の
が
こ
の
地
上
界
に
出
て
表
現
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

で
す
か
ら
原
子
肉
体
を
治
す
の
は
、

日
本
の
病
院
で
対
症
的
に
治
し
て
い
け

ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

来
た
と
き
に
は
肉
体
を
治
す
の
で
は
な

く
て
、
こ
の
光
子
体
の
部
分
を
治
さ
な

い
と
意
味
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
も
心
霊
手
術
で
お
腹
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
出
て
く
る
と
、
も
し
か
し
た

ら
自
分
が
癌
が
で
き
て
い
て
、
そ
の
癌

が
治
っ
て
し
ま
う
と
淡
い
期
待
を
皆
さ

ん
も
つ
の
で
す
ね
。
で
も
そ
れ
は
全
く

違
う
こ
と
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
日
本
の
テ
レ
ビ
で
放
送
さ

れ
た
と
き
に
、
何
が
違
っ
た
か
？
と
い

う
と
「
こ
の
ヒ
ー
ラ
ー
は
今
こ
の
患
者

さ
ん
の
癌
細
胞
を
取
り
出
し
ま
し
た
」

と
説
明
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
点
か
ら
ダ

メ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ

ン
グ
は
光
子
体
を
治
し
て
い
く
の
で
す
。

光
子
体
を
治
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
の
原
子
肉
体
が
自
動
的
に
治
っ
て

い
く
、
と
い
う
方
向
に
向
け
る
の
が
本

物
と
偽
物
の
見
分
け
方
に
な
り
ま
す
。

当
時
私
は
原
子
肉
体
と
い
う
言
葉
と

光
子
体
と
い
う
言
葉
し
か
学
び
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
栄

養
学
を
始
め
て
、
量
子
と
い
う
も
の
を

知
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
光
子
体
と

い
う
の
は
量
子
体
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
な
ん
だ
と
。
こ
こ
に
あ
る
「A

stral
Projection

」
と
い
う
の
も
正
に
そ
う
な

ん
で
す
。

現
に
我
々
の
魂
と
い
う
の
は
光
で
す

の
で
、
バ
イ
オ
フ
ォ
ト
ン(Biophoton

)

と
い
う
言
葉
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
果
物
で
あ
ろ

う
が
、
お
肉
で
あ
ろ
う
が
、
お
花
で
あ

ろ
う
が
、
何
だ
ろ
う
が
必
ず
こ
の
バ
イ

オ
フ
ォ
ト
ン
と
い
う
光
子
体
と
し
て
存

在
し
て
い
る
も
の
が
確
認
で
き
る
、
と

い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
転
じ
て
い
け
ば
、
「
あ
の
人
オ

ー
ラ
が
出
て
い
る
ね
！
」
と
か
「
あ
の

人
ち
ょ
っ
と
オ
ー
ラ
の
出
が
悪
い
ね
！
」

と
い
う
こ
と
も
全
部
こ
の
光
子
体
を
見

て
い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
現
代
的
な

量
子
的
な
話
を
す
れ
ば
、
バ
イ
オ
フ
ォ

ト
ン
を
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
。
こ
れ
を
と
に
か
く
治
さ
な
く
て
は

ダ
メ
な
ん
だ
よ
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

「
光
っ
て
何
な
の
？
」
と
聞
か
れ
た

ら
「
光
と
い
う
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
」

じ
ゃ
あ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
な
の
？
」

と
聞
か
れ
た
ら
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

に
聞
け
ば
分
か
る
の
で
す
が
、
「
波
動
」

つ
ま
り
「
波
」
な
わ
け
で
す
。

「
波
」
つ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
力
が

ど
う
な
の
か
？
こ
の
人
が
病
気
で
あ
れ

ば
や
っ
ぱ
り
合
わ
せ
て
波
動
が
弱
く
な

っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
弱
く
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
肉
体
に
対
し
て
い
い

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
だ
か
ら
治
す
の

は
何
か
と
い
う
と
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
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を
上
げ
て
あ
げ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
＝

生
命
場
な
の
で
そ
れ
を
上
げ
て
あ
げ
る

と
い
う
こ
と
は
何
よ
り
も
大
事
な
ん
で

す
。天

才
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、

「
す
べ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
こ
に

す
べ
て
が
あ
る
。
あ
な
た
が
望
む
現
実

の
波
動
に
な
り
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
現
実
を
得

ざ
る
を
え
な
い
。
他
の
や
り
方
は
な
い
。

こ
れ
は
哲
学
で
は
な
く
、
物
理
学
だ
。」

と
い
う
ふ
う
に
科
学
の
言
葉
で
も
こ
の

よ
う
に
表
現
し
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

私
は
40
年
前
に
半
分
は
怪
し
い
世
界

と
い
う
も
の
を
見
ま
し
た
が
、
20
年
前

く
ら
い
か
ら
そ
の
怪
し
い
世
界
と
い
う

の
が
こ
の
科
学
の
言
葉
で
き
っ
ち
り
と

説
明
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
も

事
実
で
す
。

何
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
を
作
る
の
か
？

そ
れ
は
思
考
と
感
情
（
情
動
）
で
す
。

い
い
思
い
を
す
る
、
い
い
考
え
を
す

る
、
そ
し
て
い
い
感
情
を
も
つ
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
人
の
「
場
」
と
い
う
も

の
が
出
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
よ
く
言
う

の
は
、
思
考
だ
け
で
も
だ
め
で
す
よ
、

感
情
だ
け
で
も
だ
め
で
す
よ
、
こ
の
図

に
あ
る
よ
う
に
思
考（
脳
）に
感
情（
ハ

ー
ト
）
を
プ
ラ
ス
す
る
と
光
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
）に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
い
く
ら
何
か
事
を
や
る
に

し
て
も
、
心
が
イ
ヤ
イ
ヤ
、
感
情
が
あ

ま
り
好
ま
し
く
な
い
状
態
で
、
こ
れ
は

や
ら
な
く
ち
ゃ
だ
め
な
ん
だ
ろ
う
な
、

と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
脳
と
し
て
は
正
し
く
動
い
て
い

る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
ハ
ー
ト
が
入
っ

て
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
的
に
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
極

め
て
単
純
と
言
え
ば
単
純
な
図
に
な
る

わ
け
で
す
。

そ
し
て
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
の
思
考
と
感
情
を
生
み
出
す
最
大
の

原
動
力
と
い
う
の
は
意
識
、
つ
ま
り
そ

の
人
の
魂
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。

昔
広
告
に
「
人
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
波

動
）
だ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
通
り
で
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ら

「
細
胞
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
波
動
）
あ

り
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅰ

　
　
　
　
　
　

三
好 

一
郎

日
本
古
代
史
研
究
チ
ー
ム

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　
　
　

天
堂
珠
希

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　

佐
野
信
子

影
山
治
夫

神
職　
　

卜
部
丹
也

神
職　
　

三
好
一
郎

は
じ
め
に

日
本
国
内
に
お
け
る
神
社
は
、

８
万
８
０
０
０
社
以
上
と
い
わ
れ
、
摂

社
末
社
を
入
れ
れ
ば
30
万
社
を
超
え
る

の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
文
化

庁
の
宗
教
年
鑑
掲
載
の
神
社
数
で
は
、

新
潟
県
、
兵
庫
県
、
愛
知
県
な
ど
に
多

く
、
逆
に
和
歌
山
県
、
香
川
県
、
宮
崎

県
、
三
重
県
な
ど
は
少
な
い
。

何
故
か
と
考
察
を
し
て
み
れ
ば
、
神

社
数
の
多
い
特
性
で
は
、
神
社
が
多
い

地
域
の
兵
庫
県
、
愛
知
県
、
福
岡
県
と

い
っ
た
地
域
は
、
昔
か
ら
の
経
済
・
物

流
の
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
地
の
者
が

神
社
の
組
織
制
度
に
よ
る
摂
社
・
末
社

を
勧
請
し
て
そ
れ
ら
を
信
仰
と
商
売
繁

盛
祈
念
の
た
め
に
、
神
教
、
仏
教
等
多

く
の
宗
教
が
存
在
し
て
い
っ
た
た
め
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
伊
勢
神
宮
が
存
在
す
る

三
重
県
、
出
雲
大
社
の
存
在
す
る
島
根

県
や
、
金
毘
羅
宮
の
総
本
宮
の
存
在
す

る
香
川
県
な
ど
本
宮
が
存
在
す
る
県
な

ど
の
地
域
に
は
、
他
の
神
社
の
信
仰
は

そ
の
県
内
に
参
入
し
て
も
拡
大
し
難
い

た
め
、
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え

る
。
だ
が
、
新
潟
県
に
神
社
数
が
突
出

し
て
多
い
理
由
と
し
て
は
、
５
世
紀
頃

よ
り
仏
教
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
こ
で
仏

教
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
と
伴
に
神
宮
寺

の
建
立
が
勧
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
明
治

期
に
お
け
る
、
神
仏
習
合
廃
止
、
廃
仏

毀
釈
と
神
社
の
統
廃
合
に
よ
り
、
い
く

つ
か
の
神
社
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
だ
が
、
新
潟
県
に
お
い
て
は

そ
の
統
廃
合
が
遅
れ
、
結
果
と
し
て
統

計
上
多
く
の
神
社
が
計
上
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
当
然
だ
が
急
激
な
統
廃
合

が
生
ず
れ
ば
、
神
社
に
祀
る
御
祭
神
も

正
誤
が
生
じ
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
祀
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を
上
げ
て
あ
げ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
＝

生
命
場
な
の
で
そ
れ
を
上
げ
て
あ
げ
る

と
い
う
こ
と
は
何
よ
り
も
大
事
な
ん
で

す
。天

才
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、

「
す
べ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
こ
に
す

べ
て
が
あ
る
。
あ
な
た
が
望
む
現
実
の

波
動
に
な
り
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
現
実
を
得

ざ
る
を
え
な
い
。
他
の
や
り
方
は
な
い
。

こ
れ
は
哲
学
で
は
な
く
、
物
理
学
だ
。
」

と
い
う
ふ
う
に
科
学
の
言
葉
で
も
こ
の

よ
う
に
表
現
し
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

私
は

年
前
に
半
分
は
怪
し
い
世
界

40

と
い
う
も
の
を
見
ま
し
た
が
、

年
前

20

く
ら
い
か
ら
そ
の
怪
し
い
世
界
と
い
う

の
が
こ
の
科
学
の
言
葉
で
き
っ
ち
り
と

説
明
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
も

事
実
で
す
。

何
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
を
作
る
の
か
？

そ
れ
は
思
考
と
感
情
（
情
動
）
で
す
。

い
い
思
い
を
す
る
、
い
い
考
え
を
す
る
、

そ
し
て
い
い
感
情
を
も
つ
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
人
の
「
場
」
と
い
う
も
の
が

出
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
よ
く
言
う
の
は
、

思
考
だ
け
で
も
だ
め
で
す
よ
、
感
情
だ

け
で
も
だ
め
で
す
よ
、
こ
の
図
に
あ
る

よ
う
に
思
考
（
脳
）
に
感
情
（
ハ
ー
ト
）

を
プ
ラ
ス
す
る
と
光
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
い
く
ら
何
か
事
を
や
る
に

し
て
も
、
心
が
イ
ヤ
イ
ヤ
、
感
情
が
あ

ま
り
好
ま
し
く
な
い
状
態
で
、
こ
れ
は

や
ら
な
く
ち
ゃ
だ
め
な
ん
だ
ろ
う
な
、

と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
脳
と
し
て
は
正
し
く
動
い
て
い

る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
ハ
ー
ト
が
入
っ

て
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
的
に
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
極

め
て
単
純
と
言
え
ば
単
純
な
図
に
な
る

わ
け
で
す
。

そ
し
て
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
の
思
考
と
感
情
を
生
み
出
す
最
大
の

原
動
力
と
い
う
の
は
意
識
、
つ
ま
り
そ

の
人
の
魂
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。

昔
広
告
に
「
人
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
波

動
）
だ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
通
り
で
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ら
「
細

胞
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
波
動
）
あ
り
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
続
く
）
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◆

日
本
古
代
遺
跡
調
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報
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Ⅰ

三
好

一
郎

日
本
古
代
史
研
究
チ
ー
ム

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

天
堂
珠
希

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
―

佐
野
信
子

影
山
治
夫

神
職

卜
部
丹
也

神
職

三
好
一
郎

は
じ
め
に

日
本
国
内
に
お
け
る
神
社
は
、
８
万

８
０
０
０
社
以
上
と
い
わ
れ
、
摂
社
末

社
を
入
れ
れ
ば

万
社
を
超
え
る
の
で

30

は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
文
化
庁
の

宗
教
年
鑑
掲
載
の
神
社
数
で
は
、
新
潟

県
、
兵
庫
県
、
愛
知
県
な
ど
に
多
く
、

逆
に
和
歌
山
県
、
香
川
県
、
宮
崎
県
、

三
重
県
な
ど
は
少
な
い
。

何
故
か
と
考
察
を
し
て
み
れ
ば
、
神

社
数
の
多
い
特
性
で
は
、
神
社
が
多
い

地
域
の
兵
庫
県
、
愛
知
県
、
福
岡
県
と

い
っ
た
地
域
は
、
昔
か
ら
の
経
済
・
物

流
の
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
地
の
者
が

神
社
の
組
織
制
度
に
よ
る
摂
社
・
末
社

を
勧
請
し
て
そ
れ
ら
を
信
仰
と
商
売
繁

盛
祈
念
の
た
め
に
、
神
教
、
仏
教
等
多

く
の
宗
教
が
存
在
し
て
い
っ
た
た
め
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
伊
勢
神
宮
が
存
在
す
る

三
重
県
、
出
雲
大
社
の
存
在
す
る
島
根

県
や
、
金
毘
羅
宮
の
総
本
宮
の
存
在
す

る
香
川
県
な
ど
本
宮
が
存
在
す
る
県
な

ど
の
地
域
に
は
、
他
の
神
社
の
信
仰
は

そ
の
県
内
に
参
入
し
て
も
拡
大
し
難
い

た
め
、
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え

る
。
だ
が
、
新
潟
県
に
神
社
数
が
突
出

し
て
多
い
理
由
と
し
て
は
、
５
世
紀
頃

よ
り
仏
教
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
こ
で
仏

教
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
と
伴
に
神
宮
寺

の
建
立
が
勧
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
明
治

期
に
お
け
る
、
神
仏
習
合
廃
止
、
廃
仏

毀
釈
と
神
社
の
統
廃
合
に
よ
り
、
い
く

つ
か
の
神
社
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
だ
が
、
新
潟
県
に
お
い
て
は

そ
の
統
廃
合
が
遅
れ
、
結
果
と
し
て
統

計
上
多
く
の
神
社
が
計
上
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
当
然
だ
が
急
激
な
統
廃
合

が
生
ず
れ
ば
、
神
社
に
祀
る
御
祭
神
も

正
誤
が
生
じ
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
祀
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ら
れ
て
い
る
御
祭
神
も
困
惑
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
神
社
建
立
時

に
お
祀
り
し
た
御
祭
神
は
単
に
勧
請

し
、
お
祀
り
を
し
た
と
い
う
事
だ
け
で

は
な
く
、
時
の
朝
廷
、
幕
府
に
よ
る
怨

霊
封
じ
の
た
め
に
祀
っ
た
神
社
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
日
本
古
代
史
研
究
チ
ー
ム

（
以
下
、「
チ
ー
ム
」
と
い
う
）
は
上
記

の
神
社
に
お
け
る
御
祭
神
が
、
果
た
し

て
正
当
に
勧
請
さ
れ
お
祀
り
さ
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
理
不
尽
な
理
由
に
よ
り

御
祭
神
と
し
て
封
じ
込
め
ら
れ
た
の
か

な
ど
を
検
証
と
、
確
認
の
た
め
奈
良
県

に
多
く
存
在
す
る
、
神
社
・
古
墳
群
、

遺
跡
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま

た
、
そ
こ
で
封
印
さ
れ
て
い
る
御
祭
神

が
封
印
を
解
か
れ
解
放
さ
れ
、
天
へ
導

か
れ
向
上
さ
れ
る
の
を
願
い
、
そ
の
手

続
き
を
試
み
た
。

ま
た
、
本
調
査
を
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
遡
る
こ
と
数
年
前
か
ら
、
い
く
つ

か
の
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
御
祭
神
と
思
わ
れ
る
方
か
ら
の
霊

的
依
頼
が
、
審
神
者
と
し
て
の
高
い
能

力
を
も
つ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、
霊
媒
師

と
し
て
特
異
な
能
力
を
持
つ
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
へ
強
く
訴
え
か
け
が
あ
っ
た
の
だ

が
、
だ
が
そ
こ
で
我
々
チ
ー
ム
は
率
先

し
て
い
く
と
い
う
の
で
は
な
く
、
半
ば

強
引
的
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
い
く
つ
か
の
古
墳
と
、
神
社
等
に

行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
探
訪
・
調

査
し
た
結
果
と
、
奈
良
県
内
に
在
す
る

い
く
つ
か
の
宗
教
施
設
参
拝
・
調
査
の

結
果
を
報
告
す
る
。

調
査
期
間

第
１
回
調
査　

令
和
４
年
７
月
15
日
～

17
日

16
日
：
箸
墓
古
墳

17
日
：
天
の
香
久
山
→
三
輪
山
→
大
和

神
社
→
石
上
神
宮

第
２
回
調
査　

令
和
５
年
４
月
29
日
～　

５
月
２
日

参
加
者
：
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
ラ
ー

で
あ
り
審
神
者
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
天

堂
珠
希
、
影
山
治
夫
、
神
職
卜
部
丹
也
、

神
職
三
好
一
郎
、（
霊
媒
師
と
し
て
の

能
力
が
高
く
文
化
人
類
学
で
は
「
シ
ャ

ー
マ
ン
」
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
る
立

場
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
佐
野
信
子
・
・
ラ

イ
ブ
中
継
参
加
）

29
日
：
新
宿
出
発
→
龍
樹
神
社
→
油
日

神
社
→
ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
奈
良
泊

30
日
：
大
和
神
社
→
石
上
神
宮
→
天
理

教
甘
露
台
参
拝
→
大
神
神
社
別
宮
の
村

屋
坐
弥
冨
都
比
売
神
社
→
ホ
ケ
ノ
山
古

墳
→
箸
墓
古
墳
→
ヒ
ミ
コ
の
庭
→
レ
ス

ト
ラ
ン
音
楽
イ
ベ
ン
ト

１
日
：
守
屋
神
社
→
鳥
山
公
園
（
神
武

天
皇
大
嘗
祭
地
）
→
長
岳
寺
（
音
楽
奉

納
）
→
三
輪
山
→
橿
原
神
宮
、
神
武
天

皇
陵
→
天
の
香
久
山

２
日
：
村
屋
神
社
→
天
の
香
久
山
南
面

天
岩
戸
神
社
→
帰
路

調
査
方
法

チ
ー
ム
が
、
神
社
・
墳
墓
等
施
設
に

参
内
・
参
拝
し
、
霊
的
示
唆
、
感
応
を

霊
媒
師
で
あ
る
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
受
け

と
り
、
リ
ー
ダ
ー
が
内
容
、
状
況
を
審

神
し
て
、
埋
葬
者
・
主
祭
神
の
確
認
と

そ
の
方
々
の
希
望
す
る
方
法
、
例
え
ば

「
天
に
上
げ
て
ほ
し
い
。
光
を
当
て
て

ほ
し
い
」
等
の
願
い
を
か
な
え
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

調
査
内
容

29
日
：
新
宿
西
口
Ｐ
Ｍ
２
時
に
集
合

し
、
雨
の
中
東
名
を
走
行
し
、
何
故
か

途
中
の
滋
賀
県
甲
賀
市
で
高
速
道
を
下

り
、
一
般
道
を
走
行
。
雨
の
中
走
行
し
、

日
は
長
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
雨
天
で

午
後
８
時
の
時
間
帯
で
あ
る
か
ら
、
外

界
は
薄
暗
い
。
甲
賀
市
土
山
町
前
野
に

車
を
進
め
て
い
て
気
付
い
た
ら
、
龍
樹

（
た
き
）
神
社
の
前
に
出
た
。
参
道
前

に
停
車
し
参
道
を
拝
察
す
る
と
、
い
か

に
も
古
式
ゆ
か
し
い
厳
か
な
感
じ
が
し

た
が
、
夜
半
と
雨
中
で
あ
っ
た
の
で
車

中
か
ら
の
ご
挨
拶
の
み
執
り
行
い
通
過
。

こ
こ
の
ご
祭
神
は
、
速
秋
津
日
子
神 

速
秋
津
比
賣
神（
配
祀
神
）
大
山
祗
神 

事
代
主
神 

宇
賀
魂
神
。由
緒
と
し
て
は
、

垂
仁
天
皇
四
年
に
倭
姫
命
が
、
天
照
大

神
を
奉
じ
て
近
江
国
甲
賀
郡
垂
井
日
雲

宮
に
至
り
、
こ
こ
に
座
す
る
こ
と
四
年
。

応
永
年
中
に
地
頭
岩
室
主
馬
頭
橘
家
後

が
、
樹
の
文
字
を
加
へ
奉
り
滝
樹
大
明

神
と
改
号
し
た
と
の
こ
と
。
龍
に
縁
の

あ
る
チ
ー
ム
だ
か
ら
か
、
最
初
に
通
過

す
る
の
が
、
龍
に
縁
の
あ
る
神
社
と
は

驚
く
と
共
に
導
か
れ
を
確
信
す
る
。

次
に
、
甲
賀
町
油
日
を
通
過
す
る
の

だ
が
、
外
は
暗
く
住
宅
棟
も
な
か
な
か

確
認
で
き
な
い
道
を
通
過
し
た
の
だ

が
、
感
覚
と
し
て
通
過
し
た
近
々
の
と

こ
ろ
に
神
社
の
存
在
を
感
じ
た
こ
と
か

ら
調
べ
て
み
る
と
、
こ
こ
に
は
油
日
神

社
（
あ
ぶ
ら
ひ
じ
ん
じ
ゃ
）
が
在
り
、

国
史
見
在
社
で
旧
社
格
は
県
社
。

祭
神
の
油
日
大
神
は
、
勝
軍
神
と
し

て
武
士
の
崇
敬
を
受
け
、
社
名
か
ら
油

の
火
の
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い

た
。
油
日
岳
の
山
頂
に
、
油
の
火
の
よ

う
な
光
と
と
も
に
油
日
神
が
降
臨
し
た

こ
と
か
ら
「
油
日
」
の
名
が
つ
い
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
が
社

9
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殿
を
建
立
し
油
日
大
明
神
を
祀
っ
た
と

の
伝
承
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
世
に
は
甲
賀
武
士
が
聖

徳
太
子
を
軍
神
と
し
て
崇
め
る
と
と
も

に
、「
甲
賀
の
総
社
」
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
た
の
だ
が
、
や
は
り
聖
徳
太
子

に
縁
の
あ
る
チ
ー
ム
で
も
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
案
内
さ
れ
た
の
か
と
思
わ
れ

た
。
な
お
、
甲
賀
地
域
は
秦
一
族
が
こ

の
地
に
住
ん
で
い
た
背
景
が
あ
る
。
甲

賀
と
聖
徳
太
子
の
つ
な
が
り
は
、
日
本

で
は
じ
め
て
忍
者
を
使
っ
た
の
は
聖
徳

太
子
と
い
う
説
が
あ
り
、
当
時
聖
徳
太

子
が
「
志
能
便
（
備
）」
と
名
づ
け
て
登

用
し
た
大
伴
細
人
（
お
お
と
も
の
ほ
そ

ひ
と
）
が
、
忍
者
の
ル
ー
ツ
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
前
後

の
忍
術
書
『
忍
術
應
義
伝
』
で
、
滋
賀

県
甲
賀
地
方
・
馬
杉
に
住
む
大
伴
細
人

を
、
太
子
が
い
わ
ゆ
る
忍
者
と
し
て
登

用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

聖
徳
太
子
と
大
伴
細
人
と
は
、
物
部

守
屋
と
の
戦
い
に
負
け
た
太
子
が
甲
賀

に
逃
げ
、
こ
の
と
き
細
人
は
忍
術
を
使

っ
て
太
子
を
隠
し
、
追
っ
て
き
た
守
屋

か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
聖
徳
太
子
は
大
伴
細
人
に
物
部

氏
の
調
査
を
依
頼
し
、
さ
ら
に
守
屋
を

甲
賀
の
地
に
お
び
き
出
し
、
守
屋
の
討

伐
に
成
功
し
た
。

太
子
は
細
人
の
働
き
を
評
価
し
、

「
良
き
情
報
の
入
手
を
志
す
者
」
と
い

う
意
味
の
「
志
能
便
（
備
）」
の
名
称
を

与
え
た
が
、
志
能
便
の
具
体
的
な
任
務

は
、
我
々
の
認
識
す
る
忍
者
と
同
じ
敵

の
情
報
や
天
下
の
情
勢
の
収
集
を
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
聖
徳
太
子
は
、
秦
河
勝
と

服
部
氏
の
一
族
も
志
能
便
に
登
用
し
て

い
た
。
秦
氏
は
各
地
の
、
祭
礼
な
ど
の

芸
能
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ

の
商
業
活
動
は
広
域
に
ま
で
及
び
、
各

地
で
集
め
た
情
報
を
太
子
に
報
告
し
て

い
た
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
秦
氏
の
リ
ー

ダ
ー
だ
っ
た
河
勝
は
、
聖
徳
太
子
の
ブ

レ
ー
ン
的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
服
部
氏
は
、
秦
氏
の
一
族

で
三
重
県
の
伊
賀
地
方
に
移
り
住
み
、

伊
賀
や
伊
勢
の
神
社
創
建
に
尽
力
し
て

い
る
。
聖
徳
太
子
は
、
伊
賀
や
伊
勢
の

情
報
を
服
部
氏
に
集
め
さ
せ
、
服
部
氏

は
の
ち
の
伊
賀
忍
者
の
祖
に
ま
で
な
っ

た
と
い
う
。
秦
氏
の
一
族
は
、
６
世
紀

頃
に
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
由

し
て
日
本
列
島
の
倭
国
へ
渡
来
し
た
渡

来
人
集
団
で
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
秦
の
始

皇
帝
と
い
う
説
も
あ
る
。

29
日
は
、
奈
良
駅
前
の
奈
良
駅
前
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
。
連
泊
予
定
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
だ
が
、
観
光
が
目
的
で
は

な
く
、
食
事
も
外
食
で
地
元
料
理
を
食

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
十
分
だ
。

30
日
：
朝
は
ゆ
っ
く
り
と
ス
タ
ー
ト

し
、
ま
ず
は
天
理
市
新
泉
町
に
あ
る
大

和
神
社
（
お
お
や
ま
と
じ
ん
じ
ゃ
）
を

ご
参
拝
し
た
。
こ
の
神
社
は
昨
年
も
ご

参
拝
し
た
が
、
境
内
で
某
奈
良
市
議
会

議
員
と
合
流
し
、
一
年
ぶ
り
の
再
開
で

神
殿
を
前
に
談
話
に
花
が
咲
い
た
。
宮

司
と
某
議
員
と
は
、
既
知
の
関
係
で
も

あ
る
か
ら
な
の
か
、
期
せ
ず
参
内
し
て

某
議
員
と
チ
ー
ム
一
同
御
祭
神
へ
の
祈

念
と
行
程
の
安
全
祈
願
を
受
け
た
。　

　

大
和
神
社
の
ご
祭
神
は
、
日
本
大
国

魂
大
神
（
や
ま
と
お
お
く
に
た
ま
の
お

お
か
み
）
で
あ
り
大
地
主
大
神
で
も
あ

る
大
神
で
、
八
千
矛
大
神
、
御
年
大
神

を
お
祀
り
し
て
い
る
。
第
五
代
孝
昭
天

皇
の
年
、
宮
中
内
に
天
照
大
神
と
同
殿

共
床
で
奉
斎
さ
れ
た
が
、
崇
神
天
皇
の

と
き
に
二
神
の
神
威
を
恐
れ
た
天
皇

は
、
天
照
大
神
を
皇
女
豊
鋤
入
姫
命
を

し
て
倭
の
笠
縫
邑
に
移
さ
れ
た
時
、
皇

女
渟
名
城
入
姫（
ぬ
な
き
い
り
ひ
め
）に

勅
し
て
、
市
磯
邑（
い
ち
し
の
む
ら
）に

移
さ
れ
た
の
が
当
神
社
の
創
建
で
あ
る
。

以
降
、
神
武
天
皇
の
功
臣
椎
根
津
彦

の
子
孫
市
磯
長
尾
市
を
神
主
と
し
て
か

ら
、
そ
の
子
孫
大
倭
氏
が
長
く
奉
仕
し

た
。
近
世
に
は
、
同
族
の
市
磯
氏
が

代
々
奉
仕
し
明
治
に
至
っ
た
。
上
古
よ

り
朝
野
の
崇
敬
篤
く
、
神
階
は
寛
平
９

年
（
８
９
７
）
に
正
一
位
に
叙
せ
ら
れ
、

「
延
喜
式
」
に
大
和
坐
大
国
魂
神
社
三

座
と
あ
る
。

白
河
天
皇
の
時
に
二
十
二
社
に
列
し
、

朝
廷
の
奉
幣
も
絶
え
ず
、
明
治
４
年
５

月
14
日
に
は
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ

た
。
神
封
も
天
平
勝
宝（
７
４
９
）か
ら

神
護
景
雲
元
年（
７
６
７
）
に
か
け
て
、

大
和
、
尾
張
、
常
陸
、
安
芸
、
出
雲
、

武
蔵
の
諸
国
３
２
７
戸
と
あ
り
、
伊
勢

の
神
宮
に
次
い
で
多
か
っ
た
が
、
そ
の

後
兵
乱
等
に
て
衰
微
し
た
。
奈
良
時
代
、

朝
廷
の
命
に
よ
り
支
那
の
国
に
渡
っ
て

学
ぶ
遣
唐
使
や
使
臣
は
、
そ
の
出
発
に

際
し
長
途
の
交
通
安
全
の
祈
願
を
込

め
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
戦
中
は
世
界
最
大
最
強
を
誇

る
「
戦
艦
大
和
」
の
守
護
神
と
し
て
、

昭
和
17
年
12
月
、
特
別
神
符
遷
座
祭
を

執
行
。
そ
の
後
、
同
艦
の
艦
長
以
下
乗

組
員
も
度
々
当
社
を
参
拝
。
同
艦
は
、

昭
和
20
年
４
月
７
日
鹿
児
島
県
坊
ノ
岬

沖
に
て
撃
沈
さ
れ
た
が
、
そ
の
英
霊
で

あ
る
第
二
艦
隊
司
令
長
官
伊
藤
整
一
命

外
２
７
３
６
柱
と
護
衛
艦
の
方
々
が
境

内
の
祖
霊
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

境
内
の
一
角
に
、
戦
艦
大
和
の
展
示

室
が
あ
り
当
時
の
勇
士
が
模
型
と
、
絵
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画
等
に
よ
り
展
示
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
戦
艦
大
和
の
名
前
が
余
り
に
も
有

名
な
こ
と
か
ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
も

う
少
し
展
示
方
法
方
な
り
を
考
え
て
欲

し
い
と
思
っ
た
が
、
宮
司
の
お
話
で
は

予
算
的
に
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

と
て
も
残
念
。

境
内
摂
社
に
は
天
候
、
水
利
を
司
る

高
龗
神
社
（
た
か
お
お
か
み
）
が
祀
ら

れ
て
い
る
の
で
、
御
参
拝
し
た
の
だ
が

パ
ワ
ー
は
？
と
言
え
ば
、
力
が
余
り
感

じ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
隣
に
鎮
座
す
る

磐
座
の
パ
ワ
ー
は
と
て
も
強
く
感
じ
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
も
素
晴
ら
し
い
パ
ワ

ー
が
あ
る
証
の
神
的
反
応
を
呈
し
た
。

皆
さ
ん
も
大
和
神
社
に
御
参
拝
さ
れ

た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
磐
座
の
パ
ワ
ー
を
是

非
感
じ
る
と
良
い
。

参
道
横
に
全
長
70
ｍ
の
前
方
後
円
墳

の
星
塚
古
墳
が
あ
り
、
大
正
時
代
刊
行

の
奈
良
県
山
辺
郡
誌
に
は
「
神
武
天
皇

の
皇
后
姫
蹈
鞴
五
十
鈴
媛
命
（
ひ
め
た

た
ら
い
す
ず
ひ
め
の
み
こ
と
）
の
御
陵

と
す
る
伝
承
が
採
録
さ
れ
て
い
る
」
と

の
旨
、
案
内
板
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。

大
和
神
社
と
し
て
は
、
こ
の
古
墳
の
調

査
を
希
望
と
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
チ
ー
ム
は
霊
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
創
建
の
歴
史
的
に
見
る

と
「
日
本
書
紀
」
崇
神
天
皇
６
年
条
に

よ
れ
ば
、
百
姓
の
流
離
や
背
叛
な
ど
国

内
情
勢
が
不
安
に
な
っ
た
際
、
崇
神
天

皇
は
そ
の
原
因
が
天
照
大
神
・
倭
大
国

魂
神
の
２
神
を
居
所
に
祀
っ
た
こ
と
に

あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
天
照
大
神

は
豊
鍬
入
姫
命
に
つ
け
て
倭
笠
縫
邑
に

祀
ら
せ
、
倭
大
国
魂
神
は
渟
名
城
入
姫

命
に
つ
け
て
祀
ら
せ
た
と
あ
る
。
し
か

し
、
神
威
に
よ
っ
て
か
渟
名
城
入
姫
命

の
髪
は
抜
け
落
ち
て
体
も
痩
せ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
倭
大
国
魂
神
を
祀
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

祀
ら
れ
て
い
る
方
は
皇
后
姫
蹈
鞴
五
十

鈴
媛
命
で
は
な
く
、
恐
ら
く
こ
の
地
で

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
皇
女
渟
名
城

入
姫
（
ぬ
な
き
い
り
ひ
め
）
で
は
な
い

か
？
と
三
好
は
勝
手
に
考
え
た
。　
　

　

案
内
書
に
は
、
神
武
天
皇
皇
后
が
祀

ら
れ
て
い
る
と
あ
る
の
で
、
今
回
調
査

行
動
に
は
欠
席
で
東
京
に
在
し
て
い

る
、
チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
ス
マ
ホ

で
の
現
地
の
古
墳
を
映
し
て
、
そ
の
霊

査
を
受
け
る
と
い
う
ラ
イ
ブ
中
継
し
た

所
、
埋
葬
さ
れ
て
い
る
皇
女
か
ら
「
光

を
当
て
て
欲
し
い
」
と
霊
言
を
受
け

た
。
皇
女
は
、
崇
神
天
皇
の
御
付
き
の

人
で
あ
り
「
古
墳
を
守
る
た
め
毒
殺
さ

れ
た
」
と
の
霊
言
を
受
け
た
。
リ
ー
ダ

ー
は
、
そ
の
霊
を
上
に
上
げ
る
た
め
の

所
作
（
伯
家
神
道
所
作
）
を
行
う
と
、

ラ
イ
ブ
中
継
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の

霊
言
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
で
上
に
上
が
れ
ま
す
」
と
感
謝
の

言
葉
を
賜
っ
た
。

当
時
は
、
神
社
、
橋
、
城
な
ど
も
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
等
を
作
る

と
き
に
、
そ
れ
を
守
る
た
め
の
人
柱
と

し
て
埋
葬
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
か
？

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
古
墳

に
は
大
和
神
社
を
創
建
し
、
そ
の
聖
域

を
守
る
た
め
毒
殺
さ
れ
人
柱
と
し
て
埋

葬
さ
れ
た
方
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
祀
斎
し
て
い
た
皇
女
が
亡
く
な
る

こ
と
で
埋
葬
し
た
墳
墓
な
の
か
不
明
だ

が
、
古
墳
の
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出

な
い
。

今
回
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
ラ
イ
ブ
に

よ
る
霊
媒
と
し
て
の
霊
言
を
聴
く
と
、

距
離
、
時
間
は
関
係
な
く
、
ま
た
現
場

に
立
ち
会
う
事
も
な
く
携
帯
電
話
の
画

面
か
ら
の
情
報
を
読
み
取
り
霊
信
を
受

け
取
り
伝
え
る
と
い
う
、
と
て
つ
も
な

い
能
力
が
発
揮
さ
れ
た
と
、
た
だ
驚
く

し
か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が

ら
、
こ
の
時
点
で
祀
ら
れ
て
い
る
方
の

お
名
前
は
不
明
で
あ
っ
た
か
ら
、
今
後

の
調
査
と
し
た
い
。

次
に
、
天
理
市
布
留
町
に
創
設
さ
れ

て
い
る
石
上
神
宮
（
い
そ
の
か
み
じ
ん

ぐ
う
）
に
ご
参
拝
し
た
が
、
こ
こ
は
布

留
山
（
ふ
る
や
ま
・
標
高
２
６
６
メ
ー

ト
ル
）
の
北
西
麓
の
高
台
に
鎮
座
し
、

こ
の
周
辺
は
古
墳
密
集
地
帯
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
宮
は
、
日
本
最

古
の
神
社
の
一
つ
で
御
祭
神
を
布
都
御

魂
大
神
（
ふ
つ
の
み
た
ま
）、
布
留
御

魂
大
神
（
ふ
る
の
み
た
ま
）、
布
都
斯

魂
大
神
（
ふ
つ
と
し
み
た
ま
）
と
し
た

武
門
の
棟
梁
た
る
物
部
氏
の
総
氏
神
と

し
て
、
健
康
長
寿
・
病
気
平
癒
・
除
災

招
福
・
百
事
成
就
の
守
護
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
き
た
。

石
上
大
神
（
い
そ
の
か
み
の
お
お
か

み
）
と
仰
が
れ
る
御
祭
神
は
、
第
10
代

崇
神
天
皇
７
年
に
現
地
に
祀
ら
れ
、
平

安
時
代
後
期
白
河
天
皇
は
当
神
宮
を
殊

に
崇
敬
さ
れ
、
現
在
の
拝
殿
は
天
皇
が

宮
中
の
神
嘉
殿
を
寄
進
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

中
世
に
入
る
と
、
衰
微
し
て
い
っ
た

が
明
治
を
迎
え
、
神
祇
の
国
家
管
理
が

行
わ
れ
る
に
伴
い
、
明
治
４
年
官
幣
大

社
に
列
し
、
同
16
年
に
は
神
宮
号
復
称

が
許
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
書
紀
に
は

「
４
世
紀
頃
、
百
済
の
国
か
ら
倭
に
献

上
し
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
七
支
刀

（
し
ち
し
と
う
）
が
あ
る
が
、
一
般
公

開
は
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
七
支
刀
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の
刺
繍
を
施
さ
れ
た
御
守
り
な
ど
が
売

ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
存
在
は
う
か

が
え
る
。

こ
の
神
社
の
、
本
殿
に
祀
ら
れ
て
い

る
大
鏡
（
２
尺
以
上
は
あ
る
か
？
）
を
、

本
殿
の
拝
殿
横
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
が
、
遠
く
か
ら
見
て
も
こ

の
鏡
の
パ
ワ
ー
は
も
の
す
ご
く
、
オ
ー

ラ
ー
も
強
く
感
じ
る
こ
と
か
ら
鏡
の
霊

力
も
相
当
と
感
じ
た
。
ま
た
、
確
認
し

た
リ
ー
ダ
ー
も
、
当
然
強
烈
な
パ
ワ
ー

に
感
応
し
て
伯
家
神
道
の
所
作
を
舞
わ

れ
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
時
と
し
て

そ
の
地
の
龍
神
、
土
地
神
に
感
応
し
、

ま
た
霊
力
に
も
感
応
し
て
波
動
が
良
け

れ
ば
、
天
空
の
霊
気
を
受
け
上
空
に
向

か
い
体
全
体
で
所
作
を
さ
れ
、
悪
い
土

地
で
あ
る
な
ら
ば
手
刀
で
そ
の
場
を
切

り
裂
き
清
め
る
よ
う
な
所
作
を
す
る
の

だ
が
、
リ
ー
ダ
に
こ
の
こ
と
を
聞
く
と

「
私
は
意
識
し
な
い
。
ま
た
誰
に
も
教

授
を
受
け
て
も
い
な
い
の
だ
が
、
体
が

勝
手
に
動
き
、
時
に
よ
り
そ
の
場
を
切

り
清
め
、
ま
た
時
に
は
陽
の
気
を
受
け

天
女
が
舞
う
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
し
て
し

ま
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
伯
家
神
道
所

作
そ
の
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
背
後
霊

の
指
示
に
よ
る
の
か
、
前
世
的
能
力
な

の
か
と
。
色
々
勘
案
す
る
し
か
な
い
。

こ
の
境
内
に
は
、
御
神
鶏
と
し
て
東

天
紅
鶏
、
烏
骨
鶏
な
ど
多
数
の
鶏
が
境

内
で
放
し
飼
い
さ
れ
て
い
て
、
元
気
よ

く
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
鳴
い
て
い
る

が
、
や
は
り
神
社
に
鶏
は
似
合
う
。

次
に
天
理
市
の
天
理
教
本
部
に
行

き
、「
ぢ
ば
・
か
ん
ろ
だ
い
」
に
向
か

っ
て
座
り
礼
拝
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
少
し
述
べ
て
み
た
い
。
天
理
市

の
街
は
、
き
れ
い
な
街
並
み
と
朱
色
の

枠
組
み
の
建
物
が
幾
つ
も
あ
り
、
中
々

に
魅
力
的
で
あ
り
、
三
好
は
以
前
か
ら

一
度
は
来
て
み
た
い
街
だ
っ
た
の
で
、

念
願
が
か
な
い
感
激
だ
。
天
理
教
は
、

江
戸
時
代
に
成
立
し
た
新
宗
教
（
教
派

神
道
）
の
一
つ
で
、
中
山
み
き
を
教
祖

と
す
る
。

一
般
的
に
は
、
奈
良
県
天
理
市
に
本

拠
地
を
置
き
、
天
理
教
で
は
人
間
の
命

の
発
祥
地
の
中
心
を
「
ぢ
ば
」（
地
場
）

と
称
し
、
１
８
７
５
年
（
明
治
８
年
）

６
月
29
日
（
陰
暦
５
月
26
日
）
に
教
祖

の
「
ぢ
ば
さ
だ
め
」
と
い
う
啓
示
で
そ

の
場
所
を
定
め
て
い
る
。
崇
拝
対
象
の

神
の
名
称
（
神
名
）
は
、
転
輪
王
命
で

「
親
神
」
ま
た
は
敬
称
を
付
け
て
「
親
神

様
」
と
も
呼
称
さ
れ
る
。
１
８
８
４
年

（
明
治
17
年
）
に
、
神
道
直
轄
六
等
教

会
設
立
認
可
を
得
る
た
め
「
天
理
王
命

（
て
ん
り
お
う
の
み
こ
と
）」
に
改
称
し

現
在
に
至
る
。
教
会
本
部
、
各
地
の
一

般
教
会
で
は
、
天
理
王
命
と
と
も
に
教

祖
と
御
霊
の
社
を
置
き
礼
拝
し
て
い
る

が
一
神
教
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
国
内
を
中
心
に
、
約

１
万
４
千
の
教
会
が
あ
り
、
信
者
数
は

１
２
０
万
人
を
数
え
、
そ
の
教
え
は
海

外
80
カ
国
に
あ
る
と
い
う
。
昭
和
初
期

の
１
９
３
８
年（
昭
和
13
年
）の『
時
事

年
鑑
』
に
は
、
信
者
数
４
５
５
万
９
千

人
の
記
述
が
あ
り
、
多
い
時
に
は

３
０
０
万
人
～
５
０
０
万
人
以
上
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。（
本
内
容
に

つ
い
て
は
、
三
好
が
記
し
た
も
の
で
あ

り
、
過
誤
が
あ
れ
ば
指
摘
願
い
た
い
）

天
理
教
信
仰
の
中
心
は
、
親
神
・
天

理
王
命
（
お
や
が
み
・
て
ん
り
お
う
の

み
こ
と
）
に
よ
っ
て
人
間
創
造
の
地
点

と
教
え
ら
れ
る
聖
地「
ぢ
ば
」で
、
奈
良

県
天
理
市
に
位
置
し
、
天
理
教
教
会
本

部
の
神
殿
と
礼
拝
場
は「
ぢ
ば
」を
取
り

囲
む
よ
う
に
整
然
と
建
て
ら
れ
て
い
る
。

指
定
駐
車
場
に
車
を
止
め
、
参
拝
し

た
帰
り
が
け
に
案
内
す
る
方
と
話
し
た

の
だ
が
、
そ
の
方
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
っ
た
。
対
応
は
素
晴
ら
し
く
、

心
情
共
に
他
の
所
で
は
感
じ
な
い
ほ
ど

の
丁
寧
な
接
遇
で
あ
っ
た
。
深
く
信
心

し
て
い
く
と
い
う
事
は
、
こ
の
よ
う
な

人
間
形
成
が
で
き
る
の
だ
と
感
激
し
、

自
分
自
身
に
少
し
恥
じ
入
る
。

次
に
、
大
神
神
社
別
宮
の
村
屋
坐
弥

冨
都
比
売
神
社
（
む
ら
や
に
い
ま
す
み

ふ
つ
ひ
め
じ
ん
じ
ゃ
）
に
行
く
の
だ

が
、
こ
こ
は
大
物
主
と
三
穂
津
姫
の
夫

婦
神
を
主
祭
神
と
し
て
祀
る
「
縁
結
び

の
神
」「
内
助
の
功
の
神
」
で
知
ら
れ
、

大
神
神
社
（
お
お
み
わ
じ
ん
じ
ゃ
）
の

妃
神
を
祀
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
大
神
神

社
の
別
宮
と
も
称
さ
れ
、
ま
た
イ
チ
イ

ガ
シ
が
群
生
す
る
照
葉
樹
林
が
あ
り
、

こ
れ
は
県
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
神
社
は
「
能
」
の
発
祥
の
地
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、
鳥
居
か
ら
参
道
を

通
る
と
き
に
は
別
世
界
に
行
く
よ
う
な

不
思
議
な
感
じ
の
す
る
参
道
が
あ
る
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
、
こ
の
神
社
の
守

屋
宮
司
に
交
渉
し
、
５
月
２
日
に
、
今

回
奈
良
県
で
合
流
し
た
雅
楽
演
奏
グ
ル

ー
プ
が
、
村
屋
神
社
で
鼓
、
エ
レ
ク
ト

ー
ン
演
奏
、
舞
の
奉
納
演
舞
す
る
こ
と

の
許
可
を
取
り
付
け
た
。
な
お
、
宮
司

は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

仕
事
を
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
神
社
の

素
敵
な
神
符
、
絵
馬
、
御
朱
印
、
お
守

り
も
ご
自
分
で
作
成
し
て
い
る
と
の
こ

と
。摂

社
と
し
て
は
、
村
屋
神
社
、
物
部

12
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神
社
、
久
須
須
美
神
社
、
服
部
神
社
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
霊
的
パ
ワ
ー
を
感
じ

た
が
、
き
ち
ん
と
祀
ら
れ
て
い
る
神
社

に
お
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
に
、
今
回
の
重
点
調
査
古
墳
で
あ

る
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
向
か
う
。
ホ
ケ

ノ
山
古
墳
概
略
説
明
か
ら
進
め
た
い
。

ホ
ケ
ノ
山
古
墳
は
、
奈
良
県
桜
井
市
箸

中
に
あ
る
古
墳
で
、
形
状
は
帆
立
貝
形

古
墳
（
纒
向
型
前
方
後
円
墳
）。
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
史
跡
「
纒

向
古
墳
群
」
の
う
ち
）。（
以
下
、

W
ikipedia

か
ら
抜
粋
）

所
在
地
：
三
輪
山
の
西
山
麓
、
箸
墓
古

墳
の
東
側
の
丘
陵
。
被
葬
者
：
不
明

（
大
神
神
社
は
豊
鍬
入
姫
命
の
墓
と
し

て
い
る
）。
築
造
時
期
：
以
前
か
ら
豊

富
な
鉄
鏃
や
鉄
製
刀
剣
類
、
鉄
製
農
工

具
な
ど
の
副
葬
品
や
埋
葬
施
設
の
形
式

か
ら
４
世
紀
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
桜
井
市
纒
向
学
研
究
セ

ン
タ
ー
は
築
造
を
邪
馬
台
国
の
時
代

（
３
世
紀
中
頃
）に
重
な
る
と
し
て
い
る
。

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
は
、

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
の
発
掘
調

査
報
告
書
で
、
出
土
遺
物
か
ら
築
造
年

代
を
３
世
紀
中
頃
と
し
つ
つ
、
木
槨
木

材
の
炭
素
年
代
測
定
結
果
の
幅
が
４
世

紀
前
半
を
も
含
む
と
報
告
し
て
い
る
。

「
邪
馬
台
国
の
会
」
は
こ
の
測
定
結

果
と
、
石
囲
い
木
槨
（
割
竹
形
木
槨
）

を
持
つ
こ
と
が
、『
魏
志
倭
人
伝
』
の

「
棺
あ
っ
て
槨
な
し
。」
と
い
う
記
述
と

矛
盾
す
る
こ
と
か
ら
築
造
は
４
世
紀
で

あ
る
と
し
、
邪
馬
台
国
畿
内
説
に
対
し

て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
前
方
後
円
形

を
し
た
弥
生
墳
丘
墓
で
あ
る
と
す
る
見

方
と
、
古
墳
時
代
出
現
期
の
も
の
で
あ

る
と
す
る
見
方
が
出
さ
れ
て
い
る
。

墳
形
：
纒
向
型
前
方
後
円
墳
（
葺
石
あ

り
）、
円
墳
に
短
い
前
方
部
を
東
南
方

向
に
付
け
て
い
る
。

規
模
：
全
長
約
80
メ
ー
ト
ル
。
後
円
部

径
約
55
メ
ー
ト
ル（
約
60
メ
ー
ト
ル
）

３
段
築
成
、
前
方
部
長
約
25
メ
ー
ト
ル

（
約
20
メ
ー
ト
ル
）、
後
円
部
高
さ
約

８
・
５
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
高
さ
約

３
・
５
メ
ー
ト
ル
。周
濠
幅
約
10
・
５
～

17
メ
ー
ト
ル（
西
側
の
ほ
う
が
広
い
）。

発
掘
調
査
：
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）

９
月
か
ら
橿
原
考
古
学
研
究
所
と
桜
井

市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
に
調
査
報

告
が
な
さ
れ
た
（『
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
の

研
究
』）。

埋
葬
施
設

墳
頂
部
（
後
円
部
）
の
中
央
か
ら
「
石

囲
い
木
槨
」
出
土
。
大
き
な
土
壙
内
に

内
側
の
長
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
、
幅
約

２
・
７
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
推
定
１
・
５

メ
ー
ト
ル
（
現
在
約
１
・
１
メ
ー
ト

ル
）の
石
室
状
の「
石
囲
い
」施
設
。
そ

の
内
部
に
コ
ウ
ヤ
マ
キ
製
の
５
メ
ー
ト

ル
の
刳
抜
式
木
棺
を
納
め
た
大
規
模
な

木
槨
。
広
義
の
割
竹
形
木
槨
。
天
井
は

木
材
を
渡
し
、
そ
の
上
に
地
元
の
川
原

石
を
積
ん
で
い
る
。
棺
内
は
水
銀
朱
で

覆
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

前
方
部
裾
葺
石
を
一
部
除
去
し
て
木

棺
を
埋
葬
し
て
い
る
。
く
び
れ
部
に
簡

単
な
埋
葬
施
設
１
基
あ
り
。
上
記
２
つ

と
は
別
に
、
主
体
部
西
側
に
横
穴
式
石

室
が
あ
る
。
す
で
に
あ
っ
た
墳
丘
を
利

用
し
て
６
世
紀
末
頃
に
営
ま
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
石
室
全
長
14
メ
ー
ト

ル
以
上
。
玄
室
に
組
合
式
家
形
石
棺
。

副
葬
品
・
出
土
遺
物

大
型
壺
（
瀬
戸
内
系
、
高
さ
77
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
・
最
大
径
65
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）

中
型
壺
（
東
海
系
、
高
さ
26
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
・
最
大
径
24
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
銅
鏃
約
60
本　

鉄
鏃
約
60
本　

素

環
頭
大
刀 
１
口　

鉄
製
刀
剣
類 

10
口　

加
飾
壺
画
紋
帯
同
向
式
神
獣
鏡
（
が
も

ん
た
い
ど
う
こ
う
し
き
し
ん
じ
ゅ
う
き

ょ
う
）
１
面　

画
紋
帯
神
獣
鏡
か
と
考

え
ら
れ
る
銅
鏡
片
２
個
体
分　

内
行
花

文
鏡
片　

鉄
製
農
工
具　

二
重
口
縁
壺

20
体（
庄
内
式
）　

布
留
０
式
土
器
３
点

上
記
の
、
調
査
結
果
か
ら
見
る
と
埋

葬
者
は
不
明
で
あ
り
、
古
墳
が
造
ら
れ

た
時
期
は
３
世
紀
中
頃
と
さ
れ
て
い

る
。
チ
ー
ム
は
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
に
上

が
り
、
確
認
す
る
も
初
め
は
余
り
霊
的

な
反
応
を
感
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

東
京
に
い
る
チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に

ス
マ
ホ
で
、
箸
墓
古
墳
を
撮
影
し
な
が

ら
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
試
み
た
と
こ
ろ
、

埋
葬
さ
れ
て
い
る
人
は
「
初
代
の
ヒ
ミ

コ
で
あ
り
、
ト
ヨ
で
は
な
い
。
争
い
が

多
く
、
戦
い
が
あ
り
、
側
近
に
だ
ま
さ

れ
て
毒
殺
さ
れ
た
。
自
分
を
裏
切
っ
て

殺
し
た
者
も
殺
さ
れ
、
一
緒
に
埋
葬
さ

れ
た
（
く
び
れ
部
の
入
り
口
に
あ
た
る

部
分
に
簡
単
な
埋
葬
施
設
１
基
あ
り
、

こ
れ
が
そ
の
者
の
墓
か
？
）。
謀
殺
を

計
画
し
た
の
は
物
部
氏
だ
。
玉
、
剣
と

鏡
に
光
を
当
て
て
欲
し
い
」
と
の
霊
言

か
ら
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
当
然
感
応

し
伯
家
神
道
の
所
作
を
舞
い
、
埋
葬
者

の
意
の
と
お
り
光
を
当
て
た
と
こ
ろ
、

泣
い
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
受
け
る
。

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
、
い
つ
も
な
が
ら

13
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（共鳴）の意味で、宇宙ではないがスプーン
と一体となるとこれが可能となる。なお、ス
プーンの一部だけに短時間アクシオン波をあ
てるケースではテコの原理で曲げやすくなる
ケースや逆に柔らかくなっているケースも確
認している。

次にステンレスをみつめる方式で念力を送
りヤング率に変化が起きるのか、実験装置を
工夫して、測定してみることにした。材料は、
オーステナイト系とは書いてあるものの上記
コーヒースプーンと同じく磁石にくっつくの
で、フェライト系も入っているであろう市販
の0.1ミリ厚のステンレス鋼板で、これを12
ミリ×150ミリの短冊状に切り出したもので
つくった⊂型（片端固定）の板バネに、図の
ように一定加重Wをかけておいて、板バネ
部分に「念」を送ったとき、たわみδが変化
するかどうかを測定した（この検出には歪ゲ
ージ方式を用いた）。

まず、その板バネの部分の直下に「アクシ
オン・テレポート装置」の波源を置くと、４
分間で毎分3.1％の板バネのヤング率の低下

という一様な変化を確認できた。
次に板バネの部分を斜め上からみつめなが

ら一体となりつつ軟らかいイメージを送りな
がら「軟らかくなれ」と念じ続けると、1分間
で2.5％のヤング率の低下を確認できた。同
じように硬いイメージを送りながら「硬くな
れ」と念じ続けると1分間で2.0％のヤング率
の増大を確認できた。やってみると、感度は
低いものの、上記の「念力計」でわかってい
た「念」の性質と同様な反応だった。なお「硬
くなれ」のケースで一旦ヤング率が増加する
ものの30秒程度で逆転して、毎分2.5％程度
でのヤング率の低下に転ずる場合もあった。
事前の試技で「軟らかくなれ」と念じている
と、次の試技でもその効果が続く「残存効果」
と思われた（この現象は「念力計」でも確認
され似た現象は佐々木先生らの実験でも確認
されている）。以上は筆者自身による実験で
あるが、これまで東北日本サイ科学会のメン
バーなど６人に試していただいて同様な結果
を得ている。

このように、スプーン曲げは人間が出して
いるアクシオン波がステンレス鋼のアクシオ
ン・モードとしてのらせん転位に共鳴して起
きていると思われる。スプーン曲げができる
人は同じことを宇宙の背景物質でもあり宇宙
の意図でもあるアクシオン場に対しても行う
ことができるが、それが「悟り」体験であり、
健康の姿である。ステンレス鋼のアクシオ
ン・モードの周波数も含めて、一連の振幅で
の特定周波数系列の能動的共振（共鳴）とい
う1／fゆらぎになったとき、それは起きる
わけである。

だ
が
、
遠
隔
に
よ
る
霊
視
の
力
も
す
さ

ま
じ
く
、
１
５
０
０
年
以
上
も
経
た
昔

の
残
留
思
念
と
言
う
か
、
そ
の
地
に
い

ま
だ
に
残
っ
て
い
る
想
念
を
的
確
に
感

じ
、
そ
の
内
容
を
適
切
な
表
現
で
明
示

す
る
能
力
に
感
服
す
る
。
や
は
り
、
チ

ー
ム
の
歴
史
研
究
に
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

は
欠
か
せ
な
い
人
だ
。

ま
た
、
こ
こ
で
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
の
は
、
人
の
想
念
、
つ
ま
り
怒
り
、

悲
し
み
、
無
念
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

念
は
い
つ
ま
で
も
そ
の
地
に
留
ま
り
、

１
０
０
年
、
１
０
０
０
０
年
と
経
っ
て

も
消
え
る
こ
と
な
く
、
怨
念
と
し
て
の

残
留
思
念
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
今
生
で
幸
せ
で

あ
っ
た
と
の
想
念
は
早
い
時
期
に
昇
華

し
て
、
亡
く
な
っ
た
者
の
魂
は
浄
化
・

向
上
し
、
類
魂
に
同
化
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
形
に
な
っ
た
。

古
か
ら
言
わ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
い
る

と
お
り
「
人
に
や
さ
し
く
、
正
し
い
善

行
を
行
う
事
」
が
大
切
で
あ
り
、
人
が

そ
の
逆
の
行
為
を
し
た
場
合
、
１
０
０

年
、
１
０
０
０
年
と
子
々
孫
々
へ
消
え

る
こ
と
な
い
恨
み
を
、
受
け
続
け
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
事
を
再
確
認
し
た
形

に
な
っ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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宇宙の様々の要素の変動に共通してみられる
パワーのスペクトルのことである。

１／ｆゆらぎは非線形力学系では「カオス
の縁」で起きる自己組織化を意味するが実は
我々が健康であれば起きる現象である。真の
霊能力発現状態も「メンタル・トレーニン
グ」の生みの親ユネスタール博士などの研究
により既に明らかになっているように、一連
の脳波の１／ｆゆらぎである。これら１／ｆ
ゆらぎの本体がアクシオン場なのである。最
近、関先生が「サイ科学」通巻17号で取り上
げているKeshnerのモデルを拡張して筆者が
明らかにしたのだが、１／ｆゆらぎとは一連
の振幅での特定周波数系列の能動的共振（共
鳴）であり、神人合一はまさにこの状態だっ
た。つまり「悟り」等はこのアクシオン場へ
の一連の共振である。

スプーン曲げはこの共振の具体的な現象の
一つであるといえる。スプーンはステンレ
ス・スチールだが金属組織には格子欠陥があ
り、その中のらせん転位（screw dislocation）
がなんとアクシオンであることが、最近のト
ポロジカルバンド理論等のいわば「新しい物
性論」で明らかとなってきた。これは宇宙論
が物性論の中に展開するものである。そのら
せん転位にはカイラリティのモードが乗る。
電磁場同様、もちろん屈折等はあるがアクシ
オン場はステンレスにも空間にも連続して存
在するものとしてみることができる。磁流理
論的には、単なるアナロジーではなく、万物
を貫く位相としてアクシオン場は存在する。

以前筆者は「念力計」というものを開発し
た（「サイ実測研究会会誌」 No.5）。これは念
力で動かす対象のターゲットがセンサになっ
ているものであるが、日本サイ科学会でのエ
スパー伊東氏の公開実験などをとおして、タ
ーゲットに見えない糸をつけたイメージをも
つと、ターゲットが肉眼で見えない遠くから
でもターゲットを操ることができることが確
かめられている。もちろん、１～２メートル
離れた所から眼でターゲットを直接「みつめ
る」だけでも動くことも確かめられている。
力むのでなくターゲットとふんわりとした気

持ちで一体となると、よくコントロールでき
ることもわかった。このターゲットも実はカ
イラリティをもつものだったのである。アク
シオンはカイラリティの量子でもある。

もちろん、スプーンにこのアクシオン場と
してのらせん転位があるかどうかを実験的に
確認する必要がある。H. Forwaldのサイコ
ロの位置決めテストもそうだが、念力には遠
隔伝達性がある。スプーン曲げはどうしても
スプーンを触ってしまうので実験測定しづら
いが、この念力の遠隔性を利用すると測定し
やすい。幸い、筆者はアクシオン場を再生す
る装置（「アクシオン・テレポート装置」とい
う）を既に開発済みなので、この装置を用い
て実験することにした。

まず、この装置の波源側にコーヒースプー
ンを丸ごと40分入れて置いたものを東北日
本サイ科学会の出席者の皆さんに素のものと
ともに配って、硬さや感触の違いがあるかど
うか確かめていただいた。スプーンの硬さの
違いを感知できるかどうかで、らせん転位と
してのアクシオン場（カイラル・モード）に
共鳴できるかが確認できる。あまり力を入れ
ないで感知できる人は生体場として、スプー
ン内部のらせん転位としてのアクシオン場と
の共振周波数（一つとは限らない、むしろた
くさん）をもっているということになる。こ
の場合、必ずしもスプーンを曲げるのが目的
ではなく、アクシオン場によってスプーンの
応力特性が変化することを感じ取っていただ
くということだ。上記のように、皆さんご自
身から実はもともとアクシオン波が出ている
ので、それとスプーンとの間の一連の共鳴で
あることを確認していただければよい。

その２本についてスプーン曲げに挑んでい
ただいたところ、出席者の皆さん全員（６名）
がアクシオン波をあてた方が硬くなったと言
い、実際曲がり方に大きな差ができた。素の
方を大きく曲げたり、アクシオン波をあてた
方を折ったりする人もいた。この現象につい
て、らせん転位にアクシオン波が共鳴し格子
欠陥を埋める形になって金属組織の自由エネ
ルギーが下がり、硬くなったと考えられた。
一連の振幅での特定周波数系列の能動的共振
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スプーン曲げは古くて新しい問題である。
清田益章氏らを被験者とする佐々木茂美先生
らによる肯定的研究（「サイ科学」Vol. 1 No.1 , 
Vol. 3 No. 1等）があるにもかかわらず、スプ
ーン曲げが実際にできたとする人以外、否定
学者や世間一般からは、子供だましやトリッ
クだと思われてきた。前回のこのジャーナル
記事で筆者はサイ現象は宇宙の背景物質（ダ
ークマターなどと呼ばれる）アクシオンによ
るのではないかということで、根拠となる念
動力、念写、透視の例を挙げたが、最近、ス
プーン曲げもアクシオン場だろうということ
がわかってきた。実は、スプーン曲げは、子
供だましどころか、「悟り」や健康の指標に
なるような本質的な事柄だったのである。

1950年代から1960年代に米国デューク大
学のH. Forwaldによって行われたサイコロ
の位置決めテストの念動力の実験式

をこのアクシオン場Ψを表すクライン・ゴル
ドン方程式

の解によってa=mc/ℏ（mはアクシオンの質
量）と説明できたことは前回も述べたとおり
である。このクライン・ゴルドン方程式の非
斉次項κρはPontryagin密度の項で、

となり、我々の意識の湧き出し源になってい
る（非斉次項のあるクライン・ゴルドン方程
式はm=0とすると、電波の送受信アンテナ
のある式に対応していることがわかる）。

ここでは詳細を述べることは紙面の都合で
できないが、筆者が長年研究して来ている

「磁流理論」では、以上のことも根拠として、
アクシオン場は昔から言われる「気」や「オ
ーラ」のことでもあることがわかっている。
またアクシオン場は宇宙の意図であり、この
宇宙は、関英男先生が述べているサイ情報系

（幽子情報系）のような一大宇宙システムに
なっていることを確認するに至っている。

そこで「悟り」もアクシオン場の問題にな
る。「悟り」は仏教的表現だが、ここでいう

「悟り」はマズローのいう最上位の「自己実
現」、ポジティブ心理学でいう「超越」、フロ
ー心理学の「フロー」、イスラム教圏でいう

「ファナー」、キリスト教圏でいう「エクスタ
シス」などの意味合いであり、ほんとの自己
実現、宇宙との一体、神人合一のことである。
そして、その中身のもっとも簡易な指標の一
つが１／ｆゆらぎであるとわかった。１／ｆ
ゆらぎとは小川のせせらぎとかそよ風のよう
な「心地よさ」を誘う振動として有名だが、
自然界の音波・加速度、宇宙線強度、水晶の
共振周波数、心地よいときの脳波・脈波等々

スプーン曲げができる人は
「悟り」が近い!
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